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Ｊ
Ａ
し
ま
ね 

令
和
元
年
度
事
業
報
告

出
雲
地
区
本
部

令
和
元
年
度
事
業
報
告

 

　　
令
和
元
年
度
は
、
第
２
次「
農
業
戦
略

実
践
３
カ
年
営
農
計
画
」の
初
年
度
と
し

て
、県
や
市
町
村
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

営
農
指
導
と
経
営
指
導
を
通
じ
た
農
業

所
得
の
増
大
、
農
業
生
産
の
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
販
売
事
業
に
つ
い
て
、
米
穀
は
主
食

用
の
収
穫
量
は
８
５
，
５
０
０
ｔ
で
、

前
年
産
比
４
，
６
０
０
ｔ
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
元
年
産
米
の
集
荷

数
量
は
３
月
末
現
在
で
３
５
，
３
０
０

ｔ
と
な
り
出
荷
契
約
に
対
す
る
集
荷
進

度
は
８
７
・
５
％
、前
年
対
比
で
は
９
１
・

５
％ 

と
な
り
ま
し
た
。

　
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
、
販
売
単
価
目
標
の

１
，
３
０
０
円/

㎏（
税
別
）に
対

し
、
過
去
最
高

の
１
，
３
２
７

円/

㎏（
税
別
）と

な
り
ま
し
た
。

西
条
柿
は
、
出

荷
数
量
は
前
年

を
上
回
っ
た
も

の
の
、
単
価
は
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
畜
産
は
、
雌
牛
保
留
や
増
頭
対
策
を

実
施
し
、
酪
農
と
連
携
し
た
和
牛
子
牛

の
増
頭
に
努
め
ま
し
た
。
酪
農
は
、
乳

用
初
妊
牛
導
入
等
に
取
り
組
み
、
前
年

を
上
回
る
受
託
販
売
数
量（
前
年
比
１
０

１
・
７
％
）及
び
受
託
販
売
額（
前
年
比

１
０
４
・
９
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
肥
料
・
農
薬
に
つ
い
て
は
、
品
目
集

約
に
よ
る
価
格
低
減
を
図
り
、
組
合
員

へ
還
元
し
ま
し
た
。
ま
た
、
価
格
低
減

と
な
る
担
い
手
直
送
超
大
型
規
格
農
薬

の
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
信
用
は
、
貯
金
に
つ
い
て
は
、
島
根

県
内
の
特
産
品
を
使
用
し
た
加
工
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
農
畜
産
物
消
費
拡
大
、
農
家
所

得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
貸
出

金
に
つ
い
て
は
、
各
農
業
資
金
の
保
証

料（
島
根
県
農
業
信
用
基
金
協
会
）を
全

額
助
成
し
ま
し
た
。

　
共
済
は
、
農
業
経
営
に
関
わ
る
様
々

な
リ
ス
ク
へ
の
診
断
を
行
う「
農
業
リ
ス

ク
診
断
活
動
」に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
こ
ど
も
倶
楽
部
」を
通
じ

た
子
育
て
支
援
や
次
世
代
と
の
繋
が
り

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
１
日
よ
り
、
地
区
本
部

金
融
共
済
部
を
廃
止
し
統
括
支
店
に
機

構
改
革
を
行
い
、
一
部
の
業
務
を
本
店

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化

を
図
り
ま
し
た
。

　
く
ら
し
の
活
動
で
は
、
青
年
組
織
、

女
性
部
を
は
じ
め
組
合
員
や
地
域
住
民

な
ど
幅
広
い
参
加
・
参
画（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
）を
促
進
し
、
農
協
運

動
の
活
性
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
販
売

品
販
売
高
が
３
８

６
億
９
４
百
万

円
、
購
買
品
供
給

高
が
３
２
０
億
９

１
百
万
円
、
貯
金

残
高
が
９
，
７
６

７
億
６
１
百
万

円
、
貸
出
金
残
高

が
２
，
８
６
４
億

６
５
百
万
円
、
長
期
共
済
保
有
高
が
３

兆
３
，
１
３
６
億
６
１
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
財
務
状
況
の
安
全
性

を
示
す
指
標
で
あ
る
自
己
資
本
比
率
は

１
４
・
１
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
面
に
つ
い
て
は
、
事
業
利
益
が

４
億
７
４
百
万
円
、
経
常
利
益
は
１
９

億
８
７
百
万
円
と
な
り
、
当
期
剰
余
金

は
９
億
９
２
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〇
営
農
指
導
事
業

　
国
の
林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化

促
進
対
策
交
付
金
事
業
等
を
活
用
し
た
、

し
い
た
け
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
や
、
果

樹
経
営
支
援
対
策
事
業
等
を
活
用
し
た
、

い
ち
じ
く
団
地
リ
ー
ス
事
業
造
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
費
者
か
ら
の
農
畜
産
物
へ

の
安
全
・
安
心
を
求
め
る
気
運
の
高
ま

り
に
よ
り
、Ｇ
Ａ
Ｐ
を
活
用
し
た「
安
全
・

安
心
な
農
畜
産

物
づ
く
り
」の
一

環
と
し
て
、
現
在

６
組
織
が「
美
味

し
ま
ね
」認
証
を

取
得
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
更

な
る
安
全
・
安
心

に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、「
美
味
し
ま
ね
」認
証
の

上
位
認
証
で
あ
る「
美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル

ド
」の
団
体
認
証
取
得
に
向
け
た
支
援
を

行
い
、
出
雲
し
い
た
け
部
会
が
団
体
認

証
取
得
し
ま
し
た
。

　
米
穀
で
は
、
倉
庫
大
口
奨
励
や
カ
ン

ト
リ
ー
利
用
奨
励
な
ど
集
荷
対
策
を
実

施
し
、
米
集
荷
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
畜
産
で
は
、
後
継
者
に
よ
る
規
模
拡

大
を
目
的
に
、
国

庫
補
助
事
業
を

活
用
し
て
牛
舎

を
建
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
就
農

に
向
け
た
候
補

地
選
定
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

〇
購
買
事
業

　
生
産
購
買
事
業
で
は
、
県
下
統
一
品

目（
水
稲
：
肥
料
５
品
目
・
農
薬
14
品
目
、

園
芸
：
肥
料
１
品
目
）に
集
約
し
、
価
格

低
減
に
努
め
ま
し
た
。
営
農
組
合
や
担

い
手
農
家
に
対
し
て
、Ｔ
Ａ
Ｃ
と
連
携
し

て
肥
料
の
大
型
車
直
送
、
農
薬
の
大
型

規
格
品
の
推
進
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
の

提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員

へ
栽
培
技
術
や
新
商
品
等
の
情
報
提
供

を
目
的
に
、
ミ
ニ
ア
グ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ラ
ピ
タ
で
は
生
鮮
食
品
を
中
心
と
し

た
、
地
元
産
品
の
販
売
拡
充
に
努
め
、

食
育
を
テ
ー
マ
と
し
た
施
策
な
ど
、
よ

り
地
域
に
密
着
し
た
店
舗
運
営
を
行
い

ま
し
た
。
旅
行
事
業
で
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね

統
合
４
周
年
企
画
旅
行
と
し
て「
屋
久
島

と
種
子
島
」を
計
画
し
、
多
数
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
葬
祭
事

業
で
は
、
多
様
化
す
る
葬
儀
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
資
格
取
得
や
研
修
会
参

加
等
、
職
員
の
専
門
性
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
で
は
、
ガ
ス
機
器
の

リ
ー
ス
普
及
と
他
燃
料
か
ら
の
燃
料
転

換
に
取
り
組
み
、
保
安
業
務
に
お
い
て

は
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
行
い

体
制
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
石
油
事
業
で
は
、
ラ
ピ
タ
と
連
携
し

た
販
売
促
進
策
を
実
施
し
利
用
者
拡
大

に
繋
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車
事
業

で
は
、
車
両
の
個
人
リ
ー
ス
の
取
扱
を

開
始
し
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事

業
展
開
を
行
い
ま
し
た
。

〇
販
売
事
業

　
新
た
な
販
路
拡
大
の
た
め
、
香
港
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
け
に
西
条
柿（
生
・
干

し
柿
）の
試
験
販
売
を
行
い
、
次
年
度
に

向
け
た
商
談
を
重
ね
ま
し
た
。
国
内
で

は
、
阪
急
百
貨
店
に
て「
し
ま
ね
フ
ェ
ア
」

を
月
１
回
４
店
舗（
38
回
）で
開
催
し
、

関
西
圏
で
出
雲
特
産
品
の
認
知
度
向
上
、

消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

販
売
先
や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
、

付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
づ
く
り
の
た

め
、
青
果
物
規
格
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提

案
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
や
通
信
販

売
を
強
化
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、「
こ
め

た
ま
ご
・
ま
い
米
牛
」の
販
売
促
進
、
米

の
収
穫
前
契
約
拡
大
を
進
め
ま
し
た
。

〇
信
用
事
業

　
多
様
化
す
る
農
業
者
の
金
融
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
農
業
金
融
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
育
成
を
強
化
し
、
農
業
資
金
の

伸
長
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、住
宅
メ
ー

カ
ー
等
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
、
住
宅

ロ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
個
人
融
資
の
伸

長
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
年

金
受
給
者
の
拡
大
に
向
け
、
全
支
店
で

年
金
相
談
会
を
開
催
し
、
年
金
情
報
管

理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
相
談
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
年
金
受

給
者
の
集
い
は
、
丘
み
ど
り
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
、
受
給
者
の
皆
さ
ま
か
ら

好
評
を
得
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、多
様
化
す
る
資
産
運
用
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
向
け
の
投

資
信
託
研
修
会
を
実
施
し
、
相
談
体
制

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〇
共
済
事
業

　
Ｌ
Ａ
を
中
心
と
し
た
契
約
者
フ
ォ

ロ
ー
活
動「
３
Ｑ（
サ
ン
キ
ュ
ー
）訪
問
活

動
」に
よ
る
恒
常
推
進
占
率
１
０
０
％
を

確
立
し
、
地
域
組
合
員
、
利
用
者
へ
安

心
と
満
足
の
提
供
と
併
せ
、「
ス
マ
イ
ル

活
動
」（
窓
口
お
知
ら
せ
活
動
）を
全
支
店

で
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
店
者
へ

の
情
報
提
供
と
支
店
内
連
携
の
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
事

業
や
地
域
貢
献
活
動
を
通
じ
、Ｊ
Ａ
利
用

者
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
世
代
に

対
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。さ
ら
に
営
農
部
門
と
連
携
し
、

地
域
農
業
の
担
い
手
交
流
集
会

を
契
機
と
し
た「
農
業
リ
ス
ク
診

断
活
動
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　「
自
動
車
安
心
サ
ポ
ー
ト
課
」

で
は
自
動
車
事
故
に
お
け
る
契
約
者
へ

の
迅
速
・
的
確
な
対
応
と
専
門
的
知
識

の
強
化
に
よ
り
利
用
者
満
足
度
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

〇
地
区
本
部
運
営

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
信

用
・
共
済
事
業
収
益
の
縮
小
等
を
見
据
え
、

経
営
の
健
全
性
確
保
の
た
め
、
地
区
の

皆
様
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
出
雲
・

今
市
支
店
、
塩
冶
・

有
原
支
店
、
荒
茅
・

園
支
店
に
つ
い
て

店
舗
再
編
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、
管
内
人
口
の
減
少
、

組
合
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
急
速
に

地
域
社
会
、
地
域
農
業
が
変
化
し
て
い

く
な
か
で
、
県
内
農
業
生
産
基
盤
が
脆

弱
化
す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤

及
び
経
営
基
盤
の
弱
体
化
な
ど
、
３
つ

の
危
機（「
農
業
・
農
村
の
危
機
」「
組
織
・

事
業
・
経
営
の
危
機
」「
協
同
組
合
の
危

機
」）に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
蔓
延
し
た
な
か
、
食
料
を
供
給

し
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
農
業
の
大
切

さ
や
、
協
同
組
合
と
し
て
の
地
域
貢
献

の
姿
勢
が
再
認
識
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
持
続
可
能

な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
く
ら
し
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し

て
の
役
割
発
揮
」を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

組
合
員
・
役
職
員
が
共
に
力
を
あ
わ
せ
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡

大
」「
地
域
の
活
性
化
」の
３
つ
の
目
標
を

基
本
と
し
た
、
創
造
的
自
己
改
革
を
実

践
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、「
第
２
次
中
期
経
営

計
画
」と「
農
業
戦
略
実
践
３
カ
年
営
農

計
画
」の
第
２
年
度
と
し
て
、
目
標
に
向

か
っ
て
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
各
事

業
部
門
・
地
区
本
部
の
方
針
・
重
点
事

項
を
実
践
し
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
運
営
に
つ
い
て
も
、
各

事
業
の
総
力
を
結
集
し「
総
合
事
業
」を

継
続
す
る
な
か
で
、
盤
石
な
経
営
基
盤

の
確
立
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
農
業
者
・

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
本
店
と
地
区
本
部
、
地

区
本
部
間
の
連
携
を
強
化
し
、
事
業
改

革
に
よ
り
重
複
す
る
機
能
・
機
構
の
整

備
・
効
率
化
等
を
進
め
ま
す
。

　
特
に
、
営
農
・
経
済
事
業
は
業
務
の

効
率
化
、
収
益
拡
大
、
赤
字
削
減
の
た

め
に
具
体
的
な
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
金
融
店
舗
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
利
便
性

や
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
考
慮
す

る
な
か
で
、
将
来
的
な
採
算
性
も
重
視

し
な
が
ら
、
機
能
見
直
し
や
再
編
に
取

り
組
み
ま
す
。

〇
く
ら
し
の
活
動

　
出
雲
女
性
部
を
は
じ
め
と
す
る
各
組

織
と
の
連
携
を
密
に
し
、
く
ら
し
の
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
し
ま
す
。
主
な
活
動
と
し

て「
農
業
ま
つ
り
」を
各
地
区
で
開
催
し
、

安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
提
供
、
生

産
者
と
消
費
者
が
一
堂
に
集
う
場
の
提

供
、
ま
た
、
地
元
産
品
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

　
組
合
員
の
健
康
を
守
る
活
動
で
は
、

出
雲
市
か
ら
受
託
し
て
い
る
介
護
予
防

事
業
や
、
組
合
員
健
康
診
断
、
巡
回
人

間
ド
ッ
ク
、
農
業
者･

女
性
部
健
診
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
の
推
進
を

目
的
に「
い
ず
も
食
材
の
日
」等
の
イ
ベ

ン
ト
、
地
元
産

農
畜
産
物
の
店

頭
販
売
、
料
理

教
室
、
食
農
体

験
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。

〇
信
用
事
業

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
は
じ
め
と
し
た
営
農
担
当

部
署
と
事
業
間
連
携
を
一
層
強
化
し
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
メ
ニ
ュ
ー
の
一

つ
で
あ
る「
農
業
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

の
拡
大
」に
貢
献
し
ま
す
。
特
に
、
新
規

就
農
者
及
び
地
域
農
業
の
担
い
手
に
対

し
、Ｊ
Ａ 

バ
ン
ク
利
子
補
給
、
借
入
保

証
料
の
助
成
等
、
農
業
融
資
推
進
強
化

を
図
り
農
業
者
の
満
足
度
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
農
業
者
や
利
用

者
の
金
融
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
で
き

る
農
業
金
融
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
各
種
資
格

取
得
に
よ
る
人
材
育
成
を
進
め
る
と
と

も
に
、
農
業
融
資
知
識
研
修
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
研
修
会
を
実
施
し
、
相
談

業
務
の
質
の
向
上
と
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と

し
て
の
利
用
者
満
足
度
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

〇
共
済
事
業

　
地
域
密
着
の
事
業
活
動
で
あ
る「
３
Ｑ

（
サ
ン
キ
ュ
ー
）訪
問
活
動
」の
継
続
実
施

に
よ
り
、
組
合
員
・
利
用
者
へ
の「
安
心
」

「
満
足
」の
提
供
と
、
子
育
て
支
援（
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
こ
ど
も
倶
楽
部
）を
通
じ
た
次
世

代
と
の
接
点
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
損
害
調
査
体
制
に
関

わ
る
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、契
約
者
サ
ー

ビ
ス
の
重
要
性
を
理
解
し
、一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

〇
生
活
事
業

　
地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
、
豊
か
な

食
生
活
と
便
利
さ
を
提
供
し
、
生
鮮
食

品
を
中
心
と
し
た
魅
力
あ
る
店
舗
を
目

指
し
、
市
場
や
生
活
環
境
の
変
化
な
ど

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
販
売
促
進

策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
競
合
店

対
策
の
一
環
と
し
て
ラ
ピ
タ
本
店
１
階
、

２
階
へ
の
新
た
な
専
門
店
誘
致
に
向
け

た
検
討
・
準
備
を
進
め
ま
す
。葬
祭
事
業
・

旅
行
事
業
は
、
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
向

上
・
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　
自
動
車
燃
料
事
業
で
は
、「
安
全･

安

心･

快
適
」な
事
業
の
展
開
を
基
本
と
し

て
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
提

案
や
、
保
安
体
制
の
充
実
を
図
り
、
組

合
員･

利
用
者
に
魅
力
あ
る
事
業
の
提
供

を
目
指
し
ま
す
。

※

１
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
） 

を
活
用
し
、
省

力
化
・
精
密
化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る

新
た
な
農
業
の
こ
と
で
す
。

※

２
機
能
性
農
産
物
と
は
、
生
産
工
程
や
栽

培
方
法
の
改
良
・
品
種
改
良
な
ど
に
よ
っ
て
、

健
康
維
持
・
発
が
ん
性
物
質
等
の
作
用
緩
和

な
ど
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る
成
分
の
含
有
量

を
高
め
た
農
産
物
の
こ
と
で
す
。

　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
令
和
２
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
ご
質
問
、
そ

の
他
当
Ｊ
Ａ
運
営
に
関
す
る
ご
意
見
に

つ
い
て
は
、
出
雲
地
区
本
部
各
支
店
・

ふ
れ
あ
い
店
・
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

寄
せ
下
さ
い
。

　
頂
戴
し
た
ご
質
問
・
ご
意
見
に
つ
き

ま
し
て
は
、
改
め
て
ご
回
答
致
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
も
と
に
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

〇
営
農
・
農
業
振
興

　「
地
区
担
い
手
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く

担
い
手
経
営
体
や
新
規
就
農
者
を
は
じ

め
、
家
族
経
営
に
よ
る
小
規
模
農
業
者

等
の
多
様
な
農
業
者
へ
栽
培
・
経
営
指

導
の
拡
充
を
行
い
、
総
合
的
な
支
援
に

よ
る
農
家
所
得
向
上
や
農
業
生
産
拡
大

に
貢
献
し
ま
す
。

　
米
穀
に
お
い
て

は
、
実
需
者
か
ら

求
め
ら
れ
る「
き
ぬ

む
す
め
」「
つ
や
姫
」

へ
の
品
種
転
換
を

よ
り
一
層
進
め
、

収
穫
前
の
事
前
契

約
取
引「
結
び
つ
き
米
」を
拡
大
し
ま
す
。

　
特
産
振
興
は
、
各
生
産
部
会
と
生
産

振
興
計
画（
面
積
拡
大
、
出
荷
量
増
、
集

荷
や
選
別
機
器
の
整
備
等
）に
つ
い
て
認

識
を
共
有
し
共
販
率
を
高
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
リ
ー
ス
事
業
の
実
施
、

ス
マ
ー
ト
農
業※

１
の
実
践
や
機
能
性

農
産
物※

２
へ
の
多
角
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
販
売
高
の
伸
長
を
目
指
し
ま
す
。

　
生
産
資
材
購
買
事
業
で
は
、
オ
ー
ル

島
根
で
の
営
農
指
導
や
販
売
部
門
と
連

携
し
、
統
一
品
目
や
、
全
農
集
約
品
目
、

予
約
購
買
の
強
化
充
実
に
よ
り
生
産
コ

ス
ト
を
低
減
し
ま
す
。

　ＪＡしまね第６回通常総代会を６月28日に開催し、前年度事業報告、新年度事業計画について可決承認いただきました。
　その内容について、組合員のみなさまへご報告し、ご意見・ご要望を伺う機会として、出雲地区本部では地区別組合
員大会を例年開催しております。
　しかしながら、今年度につきましては新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、止む無く中止と致しました。
　ＪＡしまね及び出雲地区本部の令和元年度事業報告、令和２年度事業計画は以下のとおりとなりましたので、本誌への
掲載を持ちまして組合員の皆様へのご報告に代えさせていただきます。

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

販売品販売高 386億 94百万円 83億 67百万円

購買品供給高 (生産資材 ) 124億 3百万円 20億 9百万円

購買品供給高 (生活物資 ) 196億 87百万円 130億 20百万円

貯金残高 9,767 億 61百万円 2,640 億 31百万円

貸出金残高 2,864 億 65百万円 730億 67百万円

長期共済保有高 3兆 3,136 億 61百万円 7,542 億 40百万円

事業別の明細

IZUMO

IZUMO

令和元年度事業報告と
令和２年度事業方針について
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね 

令
和
元
年
度
事
業
報
告

出
雲
地
区
本
部

令
和
元
年
度
事
業
報
告

 

　　
令
和
元
年
度
は
、
第
２
次「
農
業
戦
略

実
践
３
カ
年
営
農
計
画
」の
初
年
度
と
し

て
、県
や
市
町
村
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

営
農
指
導
と
経
営
指
導
を
通
じ
た
農
業

所
得
の
増
大
、
農
業
生
産
の
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
販
売
事
業
に
つ
い
て
、
米
穀
は
主
食

用
の
収
穫
量
は
８
５
，
５
０
０
ｔ
で
、

前
年
産
比
４
，
６
０
０
ｔ
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
元
年
産
米
の
集
荷

数
量
は
３
月
末
現
在
で
３
５
，
３
０
０

ｔ
と
な
り
出
荷
契
約
に
対
す
る
集
荷
進

度
は
８
７
・
５
％
、前
年
対
比
で
は
９
１
・

５
％ 

と
な
り
ま
し
た
。

　
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
、
販
売
単
価
目
標
の

１
，
３
０
０
円/

㎏（
税
別
）に
対

し
、
過
去
最
高

の
１
，
３
２
７

円/

㎏（
税
別
）と

な
り
ま
し
た
。

西
条
柿
は
、
出

荷
数
量
は
前
年

を
上
回
っ
た
も

の
の
、
単
価
は
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
畜
産
は
、
雌
牛
保
留
や
増
頭
対
策
を

実
施
し
、
酪
農
と
連
携
し
た
和
牛
子
牛

の
増
頭
に
努
め
ま
し
た
。
酪
農
は
、
乳

用
初
妊
牛
導
入
等
に
取
り
組
み
、
前
年

を
上
回
る
受
託
販
売
数
量（
前
年
比
１
０

１
・
７
％
）及
び
受
託
販
売
額（
前
年
比

１
０
４
・
９
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
肥
料
・
農
薬
に
つ
い
て
は
、
品
目
集

約
に
よ
る
価
格
低
減
を
図
り
、
組
合
員

へ
還
元
し
ま
し
た
。
ま
た
、
価
格
低
減

と
な
る
担
い
手
直
送
超
大
型
規
格
農
薬

の
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
信
用
は
、
貯
金
に
つ
い
て
は
、
島
根

県
内
の
特
産
品
を
使
用
し
た
加
工
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
農
畜
産
物
消
費
拡
大
、
農
家
所

得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
貸
出

金
に
つ
い
て
は
、
各
農
業
資
金
の
保
証

料（
島
根
県
農
業
信
用
基
金
協
会
）を
全

額
助
成
し
ま
し
た
。

　
共
済
は
、
農
業
経
営
に
関
わ
る
様
々

な
リ
ス
ク
へ
の
診
断
を
行
う「
農
業
リ
ス

ク
診
断
活
動
」に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
こ
ど
も
倶
楽
部
」を
通
じ

た
子
育
て
支
援
や
次
世
代
と
の
繋
が
り

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
１
日
よ
り
、
地
区
本
部

金
融
共
済
部
を
廃
止
し
統
括
支
店
に
機

構
改
革
を
行
い
、
一
部
の
業
務
を
本
店

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化

を
図
り
ま
し
た
。

　
く
ら
し
の
活
動
で
は
、
青
年
組
織
、

女
性
部
を
は
じ
め
組
合
員
や
地
域
住
民

な
ど
幅
広
い
参
加
・
参
画（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
）を
促
進
し
、
農
協
運

動
の
活
性
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
販
売

品
販
売
高
が
３
８

６
億
９
４
百
万

円
、
購
買
品
供
給

高
が
３
２
０
億
９

１
百
万
円
、
貯
金

残
高
が
９
，
７
６

７
億
６
１
百
万

円
、
貸
出
金
残
高

が
２
，
８
６
４
億

６
５
百
万
円
、
長
期
共
済
保
有
高
が
３

兆
３
，
１
３
６
億
６
１
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
財
務
状
況
の
安
全
性

を
示
す
指
標
で
あ
る
自
己
資
本
比
率
は

１
４
・
１
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
面
に
つ
い
て
は
、
事
業
利
益
が

４
億
７
４
百
万
円
、
経
常
利
益
は
１
９

億
８
７
百
万
円
と
な
り
、
当
期
剰
余
金

は
９
億
９
２
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〇
営
農
指
導
事
業

　
国
の
林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化

促
進
対
策
交
付
金
事
業
等
を
活
用
し
た
、

し
い
た
け
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
や
、
果

樹
経
営
支
援
対
策
事
業
等
を
活
用
し
た
、

い
ち
じ
く
団
地
リ
ー
ス
事
業
造
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
費
者
か
ら
の
農
畜
産
物
へ

の
安
全
・
安
心
を
求
め
る
気
運
の
高
ま

り
に
よ
り
、Ｇ
Ａ
Ｐ
を
活
用
し
た「
安
全
・

安
心
な
農
畜
産

物
づ
く
り
」の
一

環
と
し
て
、
現
在

６
組
織
が「
美
味

し
ま
ね
」認
証
を

取
得
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
更

な
る
安
全
・
安
心

に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、「
美
味
し
ま
ね
」認
証
の

上
位
認
証
で
あ
る「
美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル

ド
」の
団
体
認
証
取
得
に
向
け
た
支
援
を

行
い
、
出
雲
し
い
た
け
部
会
が
団
体
認

証
取
得
し
ま
し
た
。

　
米
穀
で
は
、
倉
庫
大
口
奨
励
や
カ
ン

ト
リ
ー
利
用
奨
励
な
ど
集
荷
対
策
を
実

施
し
、
米
集
荷
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
畜
産
で
は
、
後
継
者
に
よ
る
規
模
拡

大
を
目
的
に
、
国

庫
補
助
事
業
を

活
用
し
て
牛
舎

を
建
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
就
農

に
向
け
た
候
補

地
選
定
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

〇
購
買
事
業

　
生
産
購
買
事
業
で
は
、
県
下
統
一
品

目（
水
稲
：
肥
料
５
品
目
・
農
薬
14
品
目
、

園
芸
：
肥
料
１
品
目
）に
集
約
し
、
価
格

低
減
に
努
め
ま
し
た
。
営
農
組
合
や
担

い
手
農
家
に
対
し
て
、Ｔ
Ａ
Ｃ
と
連
携
し

て
肥
料
の
大
型
車
直
送
、
農
薬
の
大
型

規
格
品
の
推
進
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
の

提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員

へ
栽
培
技
術
や
新
商
品
等
の
情
報
提
供

を
目
的
に
、
ミ
ニ
ア
グ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ラ
ピ
タ
で
は
生
鮮
食
品
を
中
心
と
し

た
、
地
元
産
品
の
販
売
拡
充
に
努
め
、

食
育
を
テ
ー
マ
と
し
た
施
策
な
ど
、
よ

り
地
域
に
密
着
し
た
店
舗
運
営
を
行
い

ま
し
た
。
旅
行
事
業
で
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね

統
合
４
周
年
企
画
旅
行
と
し
て「
屋
久
島

と
種
子
島
」を
計
画
し
、
多
数
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
葬
祭
事

業
で
は
、
多
様
化
す
る
葬
儀
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
資
格
取
得
や
研
修
会
参

加
等
、
職
員
の
専
門
性
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
で
は
、
ガ
ス
機
器
の

リ
ー
ス
普
及
と
他
燃
料
か
ら
の
燃
料
転

換
に
取
り
組
み
、
保
安
業
務
に
お
い
て

は
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
行
い

体
制
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
石
油
事
業
で
は
、
ラ
ピ
タ
と
連
携
し

た
販
売
促
進
策
を
実
施
し
利
用
者
拡
大

に
繋
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車
事
業

で
は
、
車
両
の
個
人
リ
ー
ス
の
取
扱
を

開
始
し
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事

業
展
開
を
行
い
ま
し
た
。

〇
販
売
事
業

　
新
た
な
販
路
拡
大
の
た
め
、
香
港
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
け
に
西
条
柿（
生
・
干

し
柿
）の
試
験
販
売
を
行
い
、
次
年
度
に

向
け
た
商
談
を
重
ね
ま
し
た
。
国
内
で

は
、
阪
急
百
貨
店
に
て「
し
ま
ね
フ
ェ
ア
」

を
月
１
回
４
店
舗（
38
回
）で
開
催
し
、

関
西
圏
で
出
雲
特
産
品
の
認
知
度
向
上
、

消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

販
売
先
や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
、

付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
づ
く
り
の
た

め
、
青
果
物
規
格
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提

案
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
や
通
信
販

売
を
強
化
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、「
こ
め

た
ま
ご
・
ま
い
米
牛
」の
販
売
促
進
、
米

の
収
穫
前
契
約
拡
大
を
進
め
ま
し
た
。

〇
信
用
事
業

　
多
様
化
す
る
農
業
者
の
金
融
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
農
業
金
融
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
育
成
を
強
化
し
、
農
業
資
金
の

伸
長
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、住
宅
メ
ー

カ
ー
等
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
、
住
宅

ロ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
個
人
融
資
の
伸

長
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
年

金
受
給
者
の
拡
大
に
向
け
、
全
支
店
で

年
金
相
談
会
を
開
催
し
、
年
金
情
報
管

理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
相
談
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
年
金
受

給
者
の
集
い
は
、
丘
み
ど
り
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
、
受
給
者
の
皆
さ
ま
か
ら

好
評
を
得
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、多
様
化
す
る
資
産
運
用
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
向
け
の
投

資
信
託
研
修
会
を
実
施
し
、
相
談
体
制

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〇
共
済
事
業

　
Ｌ
Ａ
を
中
心
と
し
た
契
約
者
フ
ォ

ロ
ー
活
動「
３
Ｑ（
サ
ン
キ
ュ
ー
）訪
問
活

動
」に
よ
る
恒
常
推
進
占
率
１
０
０
％
を

確
立
し
、
地
域
組
合
員
、
利
用
者
へ
安

心
と
満
足
の
提
供
と
併
せ
、「
ス
マ
イ
ル

活
動
」（
窓
口
お
知
ら
せ
活
動
）を
全
支
店

で
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
店
者
へ

の
情
報
提
供
と
支
店
内
連
携
の
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
事

業
や
地
域
貢
献
活
動
を
通
じ
、Ｊ
Ａ
利
用

者
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
世
代
に

対
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。さ
ら
に
営
農
部
門
と
連
携
し
、

地
域
農
業
の
担
い
手
交
流
集
会

を
契
機
と
し
た「
農
業
リ
ス
ク
診

断
活
動
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　「
自
動
車
安
心
サ
ポ
ー
ト
課
」

で
は
自
動
車
事
故
に
お
け
る
契
約
者
へ

の
迅
速
・
的
確
な
対
応
と
専
門
的
知
識

の
強
化
に
よ
り
利
用
者
満
足
度
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

〇
地
区
本
部
運
営

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
信

用
・
共
済
事
業
収
益
の
縮
小
等
を
見
据
え
、

経
営
の
健
全
性
確
保
の
た
め
、
地
区
の

皆
様
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
出
雲
・

今
市
支
店
、
塩
冶
・

有
原
支
店
、
荒
茅
・

園
支
店
に
つ
い
て

店
舗
再
編
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、
管
内
人
口
の
減
少
、

組
合
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
急
速
に

地
域
社
会
、
地
域
農
業
が
変
化
し
て
い

く
な
か
で
、
県
内
農
業
生
産
基
盤
が
脆

弱
化
す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤

及
び
経
営
基
盤
の
弱
体
化
な
ど
、
３
つ

の
危
機（「
農
業
・
農
村
の
危
機
」「
組
織
・

事
業
・
経
営
の
危
機
」「
協
同
組
合
の
危

機
」）に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
蔓
延
し
た
な
か
、
食
料
を
供
給

し
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
農
業
の
大
切

さ
や
、
協
同
組
合
と
し
て
の
地
域
貢
献

の
姿
勢
が
再
認
識
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
持
続
可
能

な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
く
ら
し
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し

て
の
役
割
発
揮
」を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

組
合
員
・
役
職
員
が
共
に
力
を
あ
わ
せ
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡

大
」「
地
域
の
活
性
化
」の
３
つ
の
目
標
を

基
本
と
し
た
、
創
造
的
自
己
改
革
を
実

践
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、「
第
２
次
中
期
経
営

計
画
」と「
農
業
戦
略
実
践
３
カ
年
営
農

計
画
」の
第
２
年
度
と
し
て
、
目
標
に
向

か
っ
て
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
各
事

業
部
門
・
地
区
本
部
の
方
針
・
重
点
事

項
を
実
践
し
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
運
営
に
つ
い
て
も
、
各

事
業
の
総
力
を
結
集
し「
総
合
事
業
」を

継
続
す
る
な
か
で
、
盤
石
な
経
営
基
盤

の
確
立
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
農
業
者
・

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
本
店
と
地
区
本
部
、
地

区
本
部
間
の
連
携
を
強
化
し
、
事
業
改

革
に
よ
り
重
複
す
る
機
能
・
機
構
の
整

備
・
効
率
化
等
を
進
め
ま
す
。

　
特
に
、
営
農
・
経
済
事
業
は
業
務
の

効
率
化
、
収
益
拡
大
、
赤
字
削
減
の
た

め
に
具
体
的
な
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
金
融
店
舗
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
利
便
性

や
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
考
慮
す

る
な
か
で
、
将
来
的
な
採
算
性
も
重
視

し
な
が
ら
、
機
能
見
直
し
や
再
編
に
取

り
組
み
ま
す
。

〇
く
ら
し
の
活
動

　
出
雲
女
性
部
を
は
じ
め
と
す
る
各
組

織
と
の
連
携
を
密
に
し
、
く
ら
し
の
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
し
ま
す
。
主
な
活
動
と
し

て「
農
業
ま
つ
り
」を
各
地
区
で
開
催
し
、

安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
提
供
、
生

産
者
と
消
費
者
が
一
堂
に
集
う
場
の
提

供
、
ま
た
、
地
元
産
品
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

　
組
合
員
の
健
康
を
守
る
活
動
で
は
、

出
雲
市
か
ら
受
託
し
て
い
る
介
護
予
防

事
業
や
、
組
合
員
健
康
診
断
、
巡
回
人

間
ド
ッ
ク
、
農
業
者･

女
性
部
健
診
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
の
推
進
を

目
的
に「
い
ず
も
食
材
の
日
」等
の
イ
ベ

ン
ト
、
地
元
産

農
畜
産
物
の
店

頭
販
売
、
料
理

教
室
、
食
農
体

験
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。

〇
信
用
事
業

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
は
じ
め
と
し
た
営
農
担
当

部
署
と
事
業
間
連
携
を
一
層
強
化
し
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
メ
ニ
ュ
ー
の
一

つ
で
あ
る「
農
業
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

の
拡
大
」に
貢
献
し
ま
す
。
特
に
、
新
規

就
農
者
及
び
地
域
農
業
の
担
い
手
に
対

し
、Ｊ
Ａ 

バ
ン
ク
利
子
補
給
、
借
入
保

証
料
の
助
成
等
、
農
業
融
資
推
進
強
化

を
図
り
農
業
者
の
満
足
度
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
農
業
者
や
利
用

者
の
金
融
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
で
き

る
農
業
金
融
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
各
種
資
格

取
得
に
よ
る
人
材
育
成
を
進
め
る
と
と

も
に
、
農
業
融
資
知
識
研
修
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
研
修
会
を
実
施
し
、
相
談

業
務
の
質
の
向
上
と
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と

し
て
の
利
用
者
満
足
度
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

〇
共
済
事
業

　
地
域
密
着
の
事
業
活
動
で
あ
る「
３
Ｑ

（
サ
ン
キ
ュ
ー
）訪
問
活
動
」の
継
続
実
施

に
よ
り
、
組
合
員
・
利
用
者
へ
の「
安
心
」

「
満
足
」の
提
供
と
、
子
育
て
支
援（
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
こ
ど
も
倶
楽
部
）を
通
じ
た
次
世

代
と
の
接
点
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
損
害
調
査
体
制
に
関

わ
る
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、契
約
者
サ
ー

ビ
ス
の
重
要
性
を
理
解
し
、一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

〇
生
活
事
業

　
地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
、
豊
か
な

食
生
活
と
便
利
さ
を
提
供
し
、
生
鮮
食

品
を
中
心
と
し
た
魅
力
あ
る
店
舗
を
目

指
し
、
市
場
や
生
活
環
境
の
変
化
な
ど

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
販
売
促
進

策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
競
合
店

対
策
の
一
環
と
し
て
ラ
ピ
タ
本
店
１
階
、

２
階
へ
の
新
た
な
専
門
店
誘
致
に
向
け

た
検
討
・
準
備
を
進
め
ま
す
。葬
祭
事
業
・

旅
行
事
業
は
、
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
向

上
・
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　
自
動
車
燃
料
事
業
で
は
、「
安
全･

安

心･

快
適
」な
事
業
の
展
開
を
基
本
と
し

て
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
提

案
や
、
保
安
体
制
の
充
実
を
図
り
、
組

合
員･

利
用
者
に
魅
力
あ
る
事
業
の
提
供

を
目
指
し
ま
す
。

※

１
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
） 

を
活
用
し
、
省

力
化
・
精
密
化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る

新
た
な
農
業
の
こ
と
で
す
。

※

２
機
能
性
農
産
物
と
は
、
生
産
工
程
や
栽

培
方
法
の
改
良
・
品
種
改
良
な
ど
に
よ
っ
て
、

健
康
維
持
・
発
が
ん
性
物
質
等
の
作
用
緩
和

な
ど
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る
成
分
の
含
有
量

を
高
め
た
農
産
物
の
こ
と
で
す
。

　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
令
和
２
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
ご
質
問
、
そ

の
他
当
Ｊ
Ａ
運
営
に
関
す
る
ご
意
見
に

つ
い
て
は
、
出
雲
地
区
本
部
各
支
店
・

ふ
れ
あ
い
店
・
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

寄
せ
下
さ
い
。

　
頂
戴
し
た
ご
質
問
・
ご
意
見
に
つ
き

ま
し
て
は
、
改
め
て
ご
回
答
致
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
も
と
に
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

〇
営
農
・
農
業
振
興

　「
地
区
担
い
手
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く

担
い
手
経
営
体
や
新
規
就
農
者
を
は
じ

め
、
家
族
経
営
に
よ
る
小
規
模
農
業
者

等
の
多
様
な
農
業
者
へ
栽
培
・
経
営
指

導
の
拡
充
を
行
い
、
総
合
的
な
支
援
に

よ
る
農
家
所
得
向
上
や
農
業
生
産
拡
大

に
貢
献
し
ま
す
。

　
米
穀
に
お
い
て

は
、
実
需
者
か
ら

求
め
ら
れ
る「
き
ぬ

む
す
め
」「
つ
や
姫
」

へ
の
品
種
転
換
を

よ
り
一
層
進
め
、

収
穫
前
の
事
前
契

約
取
引「
結
び
つ
き
米
」を
拡
大
し
ま
す
。

　
特
産
振
興
は
、
各
生
産
部
会
と
生
産

振
興
計
画（
面
積
拡
大
、
出
荷
量
増
、
集

荷
や
選
別
機
器
の
整
備
等
）に
つ
い
て
認

識
を
共
有
し
共
販
率
を
高
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
リ
ー
ス
事
業
の
実
施
、

ス
マ
ー
ト
農
業※

１
の
実
践
や
機
能
性

農
産
物※

２
へ
の
多
角
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
販
売
高
の
伸
長
を
目
指
し
ま
す
。

　
生
産
資
材
購
買
事
業
で
は
、
オ
ー
ル

島
根
で
の
営
農
指
導
や
販
売
部
門
と
連

携
し
、
統
一
品
目
や
、
全
農
集
約
品
目
、

予
約
購
買
の
強
化
充
実
に
よ
り
生
産
コ

ス
ト
を
低
減
し
ま
す
。

　ＪＡしまね第６回通常総代会を６月28日に開催し、前年度事業報告、新年度事業計画について可決承認いただきました。
　その内容について、組合員のみなさまへご報告し、ご意見・ご要望を伺う機会として、出雲地区本部では地区別組合
員大会を例年開催しております。
　しかしながら、今年度につきましては新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、止む無く中止と致しました。
　ＪＡしまね及び出雲地区本部の令和元年度事業報告、令和２年度事業計画は以下のとおりとなりましたので、本誌への
掲載を持ちまして組合員の皆様へのご報告に代えさせていただきます。

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

販売品販売高 386億 94百万円 83億 67百万円

購買品供給高 (生産資材 ) 124億 3百万円 20億 9百万円

購買品供給高 (生活物資 ) 196億 87百万円 130億 20百万円

貯金残高 9,767 億 61百万円 2,640 億 31百万円

貸出金残高 2,864 億 65百万円 730億 67百万円

長期共済保有高 3兆 3,136 億 61百万円 7,542 億 40百万円

事業別の明細

IZUMO

IZUMO

令和元年度事業報告と
令和２年度事業方針について
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね

令
和
２
年
度
事
業
計
画

出
雲
地
区
本
部

令
和
２
年
度
事
業
計
画

 

　　
令
和
元
年
度
は
、
第
２
次「
農
業
戦
略

実
践
３
カ
年
営
農
計
画
」の
初
年
度
と
し

て
、県
や
市
町
村
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

営
農
指
導
と
経
営
指
導
を
通
じ
た
農
業

所
得
の
増
大
、
農
業
生
産
の
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
販
売
事
業
に
つ
い
て
、
米
穀
は
主
食

用
の
収
穫
量
は
８
５
，
５
０
０
ｔ
で
、

前
年
産
比
４
，
６
０
０
ｔ
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
元
年
産
米
の
集
荷

数
量
は
３
月
末
現
在
で
３
５
，
３
０
０

ｔ
と
な
り
出
荷
契
約
に
対
す
る
集
荷
進

度
は
８
７
・
５
％
、前
年
対
比
で
は
９
１
・

５
％ 

と
な
り
ま
し
た
。

　
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
、
販
売
単
価
目
標
の

１
，
３
０
０
円/

㎏（
税
別
）に
対

し
、
過
去
最
高

の
１
，
３
２
７

円/

㎏（
税
別
）と

な
り
ま
し
た
。

西
条
柿
は
、
出

荷
数
量
は
前
年

を
上
回
っ
た
も

の
の
、
単
価
は
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
畜
産
は
、
雌
牛
保
留
や
増
頭
対
策
を

実
施
し
、
酪
農
と
連
携
し
た
和
牛
子
牛

の
増
頭
に
努
め
ま
し
た
。
酪
農
は
、
乳

用
初
妊
牛
導
入
等
に
取
り
組
み
、
前
年

を
上
回
る
受
託
販
売
数
量（
前
年
比
１
０

１
・
７
％
）及
び
受
託
販
売
額（
前
年
比

１
０
４
・
９
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
肥
料
・
農
薬
に
つ
い
て
は
、
品
目
集

約
に
よ
る
価
格
低
減
を
図
り
、
組
合
員

へ
還
元
し
ま
し
た
。
ま
た
、
価
格
低
減

と
な
る
担
い
手
直
送
超
大
型
規
格
農
薬

の
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
信
用
は
、
貯
金
に
つ
い
て
は
、
島
根

県
内
の
特
産
品
を
使
用
し
た
加
工
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
農
畜
産
物
消
費
拡
大
、
農
家
所

得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
貸
出

金
に
つ
い
て
は
、
各
農
業
資
金
の
保
証

料（
島
根
県
農
業
信
用
基
金
協
会
）を
全

額
助
成
し
ま
し
た
。

　
共
済
は
、
農
業
経
営
に
関
わ
る
様
々

な
リ
ス
ク
へ
の
診
断
を
行
う「
農
業
リ
ス

ク
診
断
活
動
」に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
こ
ど
も
倶
楽
部
」を
通
じ

た
子
育
て
支
援
や
次
世
代
と
の
繋
が
り

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
１
日
よ
り
、
地
区
本
部

金
融
共
済
部
を
廃
止
し
統
括
支
店
に
機

構
改
革
を
行
い
、
一
部
の
業
務
を
本
店

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化

を
図
り
ま
し
た
。

　
く
ら
し
の
活
動
で
は
、
青
年
組
織
、

女
性
部
を
は
じ
め
組
合
員
や
地
域
住
民

な
ど
幅
広
い
参
加
・
参
画（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
）を
促
進
し
、
農
協
運

動
の
活
性
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
販
売

品
販
売
高
が
３
８

６
億
９
４
百
万

円
、
購
買
品
供
給

高
が
３
２
０
億
９

１
百
万
円
、
貯
金

残
高
が
９
，
７
６

７
億
６
１
百
万

円
、
貸
出
金
残
高

が
２
，
８
６
４
億

６
５
百
万
円
、
長
期
共
済
保
有
高
が
３

兆
３
，
１
３
６
億
６
１
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
財
務
状
況
の
安
全
性

を
示
す
指
標
で
あ
る
自
己
資
本
比
率
は

１
４
・
１
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
面
に
つ
い
て
は
、
事
業
利
益
が

４
億
７
４
百
万
円
、
経
常
利
益
は
１
９

億
８
７
百
万
円
と
な
り
、
当
期
剰
余
金

は
９
億
９
２
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〇
営
農
指
導
事
業

　
国
の
林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化

促
進
対
策
交
付
金
事
業
等
を
活
用
し
た
、

し
い
た
け
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
や
、
果

樹
経
営
支
援
対
策
事
業
等
を
活
用
し
た
、

い
ち
じ
く
団
地
リ
ー
ス
事
業
造
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
費
者
か
ら
の
農
畜
産
物
へ

の
安
全
・
安
心
を
求
め
る
気
運
の
高
ま

り
に
よ
り
、Ｇ
Ａ
Ｐ
を
活
用
し
た「
安
全
・

安
心
な
農
畜
産

物
づ
く
り
」の
一

環
と
し
て
、
現
在

６
組
織
が「
美
味

し
ま
ね
」認
証
を

取
得
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
更

な
る
安
全
・
安
心

に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、「
美
味
し
ま
ね
」認
証
の

上
位
認
証
で
あ
る「
美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル

ド
」の
団
体
認
証
取
得
に
向
け
た
支
援
を

行
い
、
出
雲
し
い
た
け
部
会
が
団
体
認

証
取
得
し
ま
し
た
。

　
米
穀
で
は
、
倉
庫
大
口
奨
励
や
カ
ン

ト
リ
ー
利
用
奨
励
な
ど
集
荷
対
策
を
実

施
し
、
米
集
荷
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
畜
産
で
は
、
後
継
者
に
よ
る
規
模
拡

大
を
目
的
に
、
国

庫
補
助
事
業
を

活
用
し
て
牛
舎

を
建
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
就
農

に
向
け
た
候
補

地
選
定
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

〇
購
買
事
業

　
生
産
購
買
事
業
で
は
、
県
下
統
一
品

目（
水
稲
：
肥
料
５
品
目
・
農
薬
14
品
目
、

園
芸
：
肥
料
１
品
目
）に
集
約
し
、
価
格

低
減
に
努
め
ま
し
た
。
営
農
組
合
や
担

い
手
農
家
に
対
し
て
、Ｔ
Ａ
Ｃ
と
連
携
し

て
肥
料
の
大
型
車
直
送
、
農
薬
の
大
型

規
格
品
の
推
進
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
の

提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員

へ
栽
培
技
術
や
新
商
品
等
の
情
報
提
供

を
目
的
に
、
ミ
ニ
ア
グ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ラ
ピ
タ
で
は
生
鮮
食
品
を
中
心
と
し

た
、
地
元
産
品
の
販
売
拡
充
に
努
め
、

食
育
を
テ
ー
マ
と
し
た
施
策
な
ど
、
よ

り
地
域
に
密
着
し
た
店
舗
運
営
を
行
い

ま
し
た
。
旅
行
事
業
で
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね

統
合
４
周
年
企
画
旅
行
と
し
て「
屋
久
島

と
種
子
島
」を
計
画
し
、
多
数
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
葬
祭
事

業
で
は
、
多
様
化
す
る
葬
儀
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
資
格
取
得
や
研
修
会
参

加
等
、
職
員
の
専
門
性
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
で
は
、
ガ
ス
機
器
の

リ
ー
ス
普
及
と
他
燃
料
か
ら
の
燃
料
転

換
に
取
り
組
み
、
保
安
業
務
に
お
い
て

は
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
行
い

体
制
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
石
油
事
業
で
は
、
ラ
ピ
タ
と
連
携
し

た
販
売
促
進
策
を
実
施
し
利
用
者
拡
大

に
繋
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車
事
業

で
は
、
車
両
の
個
人
リ
ー
ス
の
取
扱
を

開
始
し
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事

業
展
開
を
行
い
ま
し
た
。

〇
販
売
事
業

　
新
た
な
販
路
拡
大
の
た
め
、
香
港
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
け
に
西
条
柿（
生
・
干

し
柿
）の
試
験
販
売
を
行
い
、
次
年
度
に

向
け
た
商
談
を
重
ね
ま
し
た
。
国
内
で

は
、
阪
急
百
貨
店
に
て「
し
ま
ね
フ
ェ
ア
」

を
月
１
回
４
店
舗（
38
回
）で
開
催
し
、

関
西
圏
で
出
雲
特
産
品
の
認
知
度
向
上
、

消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

販
売
先
や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
、

付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
づ
く
り
の
た

め
、
青
果
物
規
格
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提

案
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
や
通
信
販

売
を
強
化
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、「
こ
め

た
ま
ご
・
ま
い
米
牛
」の
販
売
促
進
、
米

の
収
穫
前
契
約
拡
大
を
進
め
ま
し
た
。

〇
信
用
事
業

　
多
様
化
す
る
農
業
者
の
金
融
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
農
業
金
融
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
育
成
を
強
化
し
、
農
業
資
金
の

伸
長
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、住
宅
メ
ー

カ
ー
等
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
、
住
宅

ロ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
個
人
融
資
の
伸

長
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
年

金
受
給
者
の
拡
大
に
向
け
、
全
支
店
で

年
金
相
談
会
を
開
催
し
、
年
金
情
報
管

理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
相
談
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
年
金
受

給
者
の
集
い
は
、
丘
み
ど
り
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
、
受
給
者
の
皆
さ
ま
か
ら

好
評
を
得
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、多
様
化
す
る
資
産
運
用
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
向
け
の
投

資
信
託
研
修
会
を
実
施
し
、
相
談
体
制

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〇
共
済
事
業

　
Ｌ
Ａ
を
中
心
と
し
た
契
約
者
フ
ォ

ロ
ー
活
動「
３
Ｑ（
サ
ン
キ
ュ
ー
）訪
問
活

動
」に
よ
る
恒
常
推
進
占
率
１
０
０
％
を

確
立
し
、
地
域
組
合
員
、
利
用
者
へ
安

心
と
満
足
の
提
供
と
併
せ
、「
ス
マ
イ
ル

活
動
」（
窓
口
お
知
ら
せ
活
動
）を
全
支
店

で
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
店
者
へ

の
情
報
提
供
と
支
店
内
連
携
の
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
事

業
や
地
域
貢
献
活
動
を
通
じ
、Ｊ
Ａ
利
用

者
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
世
代
に

対
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。さ
ら
に
営
農
部
門
と
連
携
し
、

地
域
農
業
の
担
い
手
交
流
集
会

を
契
機
と
し
た「
農
業
リ
ス
ク
診

断
活
動
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　「
自
動
車
安
心
サ
ポ
ー
ト
課
」

で
は
自
動
車
事
故
に
お
け
る
契
約
者
へ

の
迅
速
・
的
確
な
対
応
と
専
門
的
知
識

の
強
化
に
よ
り
利
用
者
満
足
度
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

〇
地
区
本
部
運
営

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
信

用
・
共
済
事
業
収
益
の
縮
小
等
を
見
据
え
、

経
営
の
健
全
性
確
保
の
た
め
、
地
区
の

皆
様
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
出
雲
・

今
市
支
店
、
塩
冶
・

有
原
支
店
、
荒
茅
・

園
支
店
に
つ
い
て

店
舗
再
編
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、
管
内
人
口
の
減
少
、

組
合
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
急
速
に

地
域
社
会
、
地
域
農
業
が
変
化
し
て
い

く
な
か
で
、
県
内
農
業
生
産
基
盤
が
脆

弱
化
す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤

及
び
経
営
基
盤
の
弱
体
化
な
ど
、
３
つ

の
危
機（「
農
業
・
農
村
の
危
機
」「
組
織
・

事
業
・
経
営
の
危
機
」「
協
同
組
合
の
危

機
」）に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
蔓
延
し
た
な
か
、
食
料
を
供
給

し
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
農
業
の
大
切

さ
や
、
協
同
組
合
と
し
て
の
地
域
貢
献

の
姿
勢
が
再
認
識
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
持
続
可
能

な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
く
ら
し
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し

て
の
役
割
発
揮
」を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

組
合
員
・
役
職
員
が
共
に
力
を
あ
わ
せ
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡

大
」「
地
域
の
活
性
化
」の
３
つ
の
目
標
を

基
本
と
し
た
、
創
造
的
自
己
改
革
を
実

践
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、「
第
２
次
中
期
経
営

計
画
」と「
農
業
戦
略
実
践
３
カ
年
営
農

計
画
」の
第
２
年
度
と
し
て
、
目
標
に
向

か
っ
て
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
各
事

業
部
門
・
地
区
本
部
の
方
針
・
重
点
事

項
を
実
践
し
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
運
営
に
つ
い
て
も
、
各

事
業
の
総
力
を
結
集
し「
総
合
事
業
」を

継
続
す
る
な
か
で
、
盤
石
な
経
営
基
盤

の
確
立
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
農
業
者
・

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
本
店
と
地
区
本
部
、
地

区
本
部
間
の
連
携
を
強
化
し
、
事
業
改

革
に
よ
り
重
複
す
る
機
能
・
機
構
の
整

備
・
効
率
化
等
を
進
め
ま
す
。

　
特
に
、
営
農
・
経
済
事
業
は
業
務
の

効
率
化
、
収
益
拡
大
、
赤
字
削
減
の
た

め
に
具
体
的
な
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
金
融
店
舗
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
利
便
性

や
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
考
慮
す

る
な
か
で
、
将
来
的
な
採
算
性
も
重
視

し
な
が
ら
、
機
能
見
直
し
や
再
編
に
取

り
組
み
ま
す
。

〇
く
ら
し
の
活
動

　
出
雲
女
性
部
を
は
じ
め
と
す
る
各
組

織
と
の
連
携
を
密
に
し
、
く
ら
し
の
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
し
ま
す
。
主
な
活
動
と
し

て「
農
業
ま
つ
り
」を
各
地
区
で
開
催
し
、

安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
提
供
、
生

産
者
と
消
費
者
が
一
堂
に
集
う
場
の
提

供
、
ま
た
、
地
元
産
品
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

　
組
合
員
の
健
康
を
守
る
活
動
で
は
、

出
雲
市
か
ら
受
託
し
て
い
る
介
護
予
防

事
業
や
、
組
合
員
健
康
診
断
、
巡
回
人

間
ド
ッ
ク
、
農
業
者･

女
性
部
健
診
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
の
推
進
を

目
的
に「
い
ず
も
食
材
の
日
」等
の
イ
ベ

ン
ト
、
地
元
産

農
畜
産
物
の
店

頭
販
売
、
料
理

教
室
、
食
農
体

験
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。

〇
信
用
事
業

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
は
じ
め
と
し
た
営
農
担
当

部
署
と
事
業
間
連
携
を
一
層
強
化
し
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
メ
ニ
ュ
ー
の
一

つ
で
あ
る「
農
業
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

の
拡
大
」に
貢
献
し
ま
す
。
特
に
、
新
規

就
農
者
及
び
地
域
農
業
の
担
い
手
に
対

し
、Ｊ
Ａ 

バ
ン
ク
利
子
補
給
、
借
入
保

証
料
の
助
成
等
、
農
業
融
資
推
進
強
化

を
図
り
農
業
者
の
満
足
度
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
農
業
者
や
利
用

者
の
金
融
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
で
き

る
農
業
金
融
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
各
種
資
格

取
得
に
よ
る
人
材
育
成
を
進
め
る
と
と

も
に
、
農
業
融
資
知
識
研
修
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
研
修
会
を
実
施
し
、
相
談

業
務
の
質
の
向
上
と
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と

し
て
の
利
用
者
満
足
度
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

〇
共
済
事
業

　
地
域
密
着
の
事
業
活
動
で
あ
る「
３
Ｑ

（
サ
ン
キ
ュ
ー
）訪
問
活
動
」の
継
続
実
施

に
よ
り
、
組
合
員
・
利
用
者
へ
の「
安
心
」

「
満
足
」の
提
供
と
、
子
育
て
支
援（
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
こ
ど
も
倶
楽
部
）を
通
じ
た
次
世

代
と
の
接
点
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
損
害
調
査
体
制
に
関

わ
る
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、契
約
者
サ
ー

ビ
ス
の
重
要
性
を
理
解
し
、一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

〇
生
活
事
業

　
地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
、
豊
か
な

食
生
活
と
便
利
さ
を
提
供
し
、
生
鮮
食

品
を
中
心
と
し
た
魅
力
あ
る
店
舗
を
目

指
し
、
市
場
や
生
活
環
境
の
変
化
な
ど

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
販
売
促
進

策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
競
合
店

対
策
の
一
環
と
し
て
ラ
ピ
タ
本
店
１
階
、

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

事業総利益 256億 8百万円 74億 34百万円

事業管理費 255億 61百万円 73億 12百万円

事業利益 46百万円 1億 22百万円

経常利益 15億 31百万円 5億 73百万円

当期剰余金 10億 9百万円 4億 43百万円

損益計画

２
階
へ
の
新
た
な
専
門
店
誘
致
に
向
け

た
検
討
・
準
備
を
進
め
ま
す
。葬
祭
事
業
・

旅
行
事
業
は
、
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
向

上
・
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　
自
動
車
燃
料
事
業
で
は
、「
安
全･

安

心･

快
適
」な
事
業
の
展
開
を
基
本
と
し

て
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
提

案
や
、
保
安
体
制
の
充
実
を
図
り
、
組

合
員･

利
用
者
に
魅
力
あ
る
事
業
の
提
供

を
目
指
し
ま
す
。

※

１
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
） 

を
活
用
し
、
省

力
化
・
精
密
化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る

新
た
な
農
業
の
こ
と
で
す
。

※

２
機
能
性
農
産
物
と
は
、
生
産
工
程
や
栽

培
方
法
の
改
良
・
品
種
改
良
な
ど
に
よ
っ
て
、

健
康
維
持
・
発
が
ん
性
物
質
等
の
作
用
緩
和

な
ど
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る
成
分
の
含
有
量

を
高
め
た
農
産
物
の
こ
と
で
す
。

　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
令
和
２
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
ご
質
問
、
そ

の
他
当
Ｊ
Ａ
運
営
に
関
す
る
ご
意
見
に

つ
い
て
は
、
出
雲
地
区
本
部
各
支
店
・

ふ
れ
あ
い
店
・
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

寄
せ
下
さ
い
。

　
頂
戴
し
た
ご
質
問
・
ご
意
見
に
つ
き

ま
し
て
は
、
改
め
て
ご
回
答
致
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
も
と
に
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

〇
営
農
・
農
業
振
興

　「
地
区
担
い
手
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く

担
い
手
経
営
体
や
新
規
就
農
者
を
は
じ

め
、
家
族
経
営
に
よ
る
小
規
模
農
業
者

等
の
多
様
な
農
業
者
へ
栽
培
・
経
営
指

導
の
拡
充
を
行
い
、
総
合
的
な
支
援
に

よ
る
農
家
所
得
向
上
や
農
業
生
産
拡
大

に
貢
献
し
ま
す
。

　
米
穀
に
お
い
て

は
、
実
需
者
か
ら

求
め
ら
れ
る「
き
ぬ

む
す
め
」「
つ
や
姫
」

へ
の
品
種
転
換
を

よ
り
一
層
進
め
、

収
穫
前
の
事
前
契

約
取
引「
結
び
つ
き
米
」を
拡
大
し
ま
す
。

　
特
産
振
興
は
、
各
生
産
部
会
と
生
産

振
興
計
画（
面
積
拡
大
、
出
荷
量
増
、
集

荷
や
選
別
機
器
の
整
備
等
）に
つ
い
て
認

識
を
共
有
し
共
販
率
を
高
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
リ
ー
ス
事
業
の
実
施
、

ス
マ
ー
ト
農
業※

１
の
実
践
や
機
能
性

農
産
物※

２
へ
の
多
角
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
販
売
高
の
伸
長
を
目
指
し
ま
す
。

　
生
産
資
材
購
買
事
業
で
は
、
オ
ー
ル

島
根
で
の
営
農
指
導
や
販
売
部
門
と
連

携
し
、
統
一
品
目
や
、
全
農
集
約
品
目
、

予
約
購
買
の
強
化
充
実
に
よ
り
生
産
コ

ス
ト
を
低
減
し
ま
す
。

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

事業総利益 264億 27百万円 75億 40百万円

事業管理費 259億 52百万円 73億 94百万円

事業利益 4億 74百万円 1億 45百万円

経常利益 19億 87百万円 6億 22百万円

当期剰余金 9億 92百万円 3億 61百万円

損益の状況

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

販売品販売高 382億 7百万円 83億 90百万円

購買品供給高 (生産資材 ) 125億 37百万円 17億 11百万円

購買品供給高 (生活物資 ) 199億 24百万円 130億 35百万円

貯金平均残高 9,813 億 70百万円 2,543 億 58百万円

貸出金平均残高 2,898 億 83百万円 743億 27百万円

長期共済保有高 3兆 2,060 億円 7,370 億円

取扱計画

IZUMO

IZUMO
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね

令
和
２
年
度
事
業
計
画

出
雲
地
区
本
部

令
和
２
年
度
事
業
計
画

 

　　
令
和
元
年
度
は
、
第
２
次「
農
業
戦
略

実
践
３
カ
年
営
農
計
画
」の
初
年
度
と
し

て
、県
や
市
町
村
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

営
農
指
導
と
経
営
指
導
を
通
じ
た
農
業

所
得
の
増
大
、
農
業
生
産
の
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
販
売
事
業
に
つ
い
て
、
米
穀
は
主
食

用
の
収
穫
量
は
８
５
，
５
０
０
ｔ
で
、

前
年
産
比
４
，
６
０
０
ｔ
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
元
年
産
米
の
集
荷

数
量
は
３
月
末
現
在
で
３
５
，
３
０
０

ｔ
と
な
り
出
荷
契
約
に
対
す
る
集
荷
進

度
は
８
７
・
５
％
、前
年
対
比
で
は
９
１
・

５
％ 

と
な
り
ま
し
た
。

　
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
、
販
売
単
価
目
標
の

１
，
３
０
０
円/

㎏（
税
別
）に
対

し
、
過
去
最
高

の
１
，
３
２
７

円/

㎏（
税
別
）と

な
り
ま
し
た
。

西
条
柿
は
、
出

荷
数
量
は
前
年

を
上
回
っ
た
も

の
の
、
単
価
は
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
畜
産
は
、
雌
牛
保
留
や
増
頭
対
策
を

実
施
し
、
酪
農
と
連
携
し
た
和
牛
子
牛

の
増
頭
に
努
め
ま
し
た
。
酪
農
は
、
乳

用
初
妊
牛
導
入
等
に
取
り
組
み
、
前
年

を
上
回
る
受
託
販
売
数
量（
前
年
比
１
０

１
・
７
％
）及
び
受
託
販
売
額（
前
年
比

１
０
４
・
９
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
肥
料
・
農
薬
に
つ
い
て
は
、
品
目
集

約
に
よ
る
価
格
低
減
を
図
り
、
組
合
員

へ
還
元
し
ま
し
た
。
ま
た
、
価
格
低
減

と
な
る
担
い
手
直
送
超
大
型
規
格
農
薬

の
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
信
用
は
、
貯
金
に
つ
い
て
は
、
島
根

県
内
の
特
産
品
を
使
用
し
た
加
工
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
農
畜
産
物
消
費
拡
大
、
農
家
所

得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
貸
出

金
に
つ
い
て
は
、
各
農
業
資
金
の
保
証

料（
島
根
県
農
業
信
用
基
金
協
会
）を
全

額
助
成
し
ま
し
た
。

　
共
済
は
、
農
業
経
営
に
関
わ
る
様
々

な
リ
ス
ク
へ
の
診
断
を
行
う「
農
業
リ
ス

ク
診
断
活
動
」に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
こ
ど
も
倶
楽
部
」を
通
じ

た
子
育
て
支
援
や
次
世
代
と
の
繋
が
り

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
１
日
よ
り
、
地
区
本
部

金
融
共
済
部
を
廃
止
し
統
括
支
店
に
機

構
改
革
を
行
い
、
一
部
の
業
務
を
本
店

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化

を
図
り
ま
し
た
。

　
く
ら
し
の
活
動
で
は
、
青
年
組
織
、

女
性
部
を
は
じ
め
組
合
員
や
地
域
住
民

な
ど
幅
広
い
参
加
・
参
画（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
）を
促
進
し
、
農
協
運

動
の
活
性
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
販
売

品
販
売
高
が
３
８

６
億
９
４
百
万

円
、
購
買
品
供
給

高
が
３
２
０
億
９

１
百
万
円
、
貯
金

残
高
が
９
，
７
６

７
億
６
１
百
万

円
、
貸
出
金
残
高

が
２
，
８
６
４
億

６
５
百
万
円
、
長
期
共
済
保
有
高
が
３

兆
３
，
１
３
６
億
６
１
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
財
務
状
況
の
安
全
性

を
示
す
指
標
で
あ
る
自
己
資
本
比
率
は

１
４
・
１
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
面
に
つ
い
て
は
、
事
業
利
益
が

４
億
７
４
百
万
円
、
経
常
利
益
は
１
９

億
８
７
百
万
円
と
な
り
、
当
期
剰
余
金

は
９
億
９
２
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〇
営
農
指
導
事
業

　
国
の
林
業
・
木
材
産
業
成
長
産
業
化

促
進
対
策
交
付
金
事
業
等
を
活
用
し
た
、

し
い
た
け
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
や
、
果

樹
経
営
支
援
対
策
事
業
等
を
活
用
し
た
、

い
ち
じ
く
団
地
リ
ー
ス
事
業
造
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
費
者
か
ら
の
農
畜
産
物
へ

の
安
全
・
安
心
を
求
め
る
気
運
の
高
ま

り
に
よ
り
、Ｇ
Ａ
Ｐ
を
活
用
し
た「
安
全
・

安
心
な
農
畜
産

物
づ
く
り
」の
一

環
と
し
て
、
現
在

６
組
織
が「
美
味

し
ま
ね
」認
証
を

取
得
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
更

な
る
安
全
・
安
心

に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、「
美
味
し
ま
ね
」認
証
の

上
位
認
証
で
あ
る「
美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル

ド
」の
団
体
認
証
取
得
に
向
け
た
支
援
を

行
い
、
出
雲
し
い
た
け
部
会
が
団
体
認

証
取
得
し
ま
し
た
。

　
米
穀
で
は
、
倉
庫
大
口
奨
励
や
カ
ン

ト
リ
ー
利
用
奨
励
な
ど
集
荷
対
策
を
実

施
し
、
米
集
荷
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
畜
産
で
は
、
後
継
者
に
よ
る
規
模
拡

大
を
目
的
に
、
国

庫
補
助
事
業
を

活
用
し
て
牛
舎

を
建
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
就
農

に
向
け
た
候
補

地
選
定
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

〇
購
買
事
業

　
生
産
購
買
事
業
で
は
、
県
下
統
一
品

目（
水
稲
：
肥
料
５
品
目
・
農
薬
14
品
目
、

園
芸
：
肥
料
１
品
目
）に
集
約
し
、
価
格

低
減
に
努
め
ま
し
た
。
営
農
組
合
や
担

い
手
農
家
に
対
し
て
、Ｔ
Ａ
Ｃ
と
連
携
し

て
肥
料
の
大
型
車
直
送
、
農
薬
の
大
型

規
格
品
の
推
進
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
の

提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員

へ
栽
培
技
術
や
新
商
品
等
の
情
報
提
供

を
目
的
に
、
ミ
ニ
ア
グ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ラ
ピ
タ
で
は
生
鮮
食
品
を
中
心
と
し

た
、
地
元
産
品
の
販
売
拡
充
に
努
め
、

食
育
を
テ
ー
マ
と
し
た
施
策
な
ど
、
よ

り
地
域
に
密
着
し
た
店
舗
運
営
を
行
い

ま
し
た
。
旅
行
事
業
で
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね

統
合
４
周
年
企
画
旅
行
と
し
て「
屋
久
島

と
種
子
島
」を
計
画
し
、
多
数
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
葬
祭
事

業
で
は
、
多
様
化
す
る
葬
儀
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
資
格
取
得
や
研
修
会
参

加
等
、
職
員
の
専
門
性
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
で
は
、
ガ
ス
機
器
の

リ
ー
ス
普
及
と
他
燃
料
か
ら
の
燃
料
転

換
に
取
り
組
み
、
保
安
業
務
に
お
い
て

は
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
行
い

体
制
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
石
油
事
業
で
は
、
ラ
ピ
タ
と
連
携
し

た
販
売
促
進
策
を
実
施
し
利
用
者
拡
大

に
繋
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車
事
業

で
は
、
車
両
の
個
人
リ
ー
ス
の
取
扱
を

開
始
し
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事

業
展
開
を
行
い
ま
し
た
。

〇
販
売
事
業

　
新
た
な
販
路
拡
大
の
た
め
、
香
港
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
け
に
西
条
柿（
生
・
干

し
柿
）の
試
験
販
売
を
行
い
、
次
年
度
に

向
け
た
商
談
を
重
ね
ま
し
た
。
国
内
で

は
、
阪
急
百
貨
店
に
て「
し
ま
ね
フ
ェ
ア
」

を
月
１
回
４
店
舗（
38
回
）で
開
催
し
、

関
西
圏
で
出
雲
特
産
品
の
認
知
度
向
上
、

消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

販
売
先
や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
、

付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
づ
く
り
の
た

め
、
青
果
物
規
格
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提

案
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
や
通
信
販

売
を
強
化
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、「
こ
め

た
ま
ご
・
ま
い
米
牛
」の
販
売
促
進
、
米

の
収
穫
前
契
約
拡
大
を
進
め
ま
し
た
。

〇
信
用
事
業

　
多
様
化
す
る
農
業
者
の
金
融
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
農
業
金
融
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
育
成
を
強
化
し
、
農
業
資
金
の

伸
長
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、住
宅
メ
ー

カ
ー
等
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
、
住
宅

ロ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
個
人
融
資
の
伸

長
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
年

金
受
給
者
の
拡
大
に
向
け
、
全
支
店
で

年
金
相
談
会
を
開
催
し
、
年
金
情
報
管

理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
相
談
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
年
金
受

給
者
の
集
い
は
、
丘
み
ど
り
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
、
受
給
者
の
皆
さ
ま
か
ら

好
評
を
得
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、多
様
化
す
る
資
産
運
用
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
向
け
の
投

資
信
託
研
修
会
を
実
施
し
、
相
談
体
制

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〇
共
済
事
業

　
Ｌ
Ａ
を
中
心
と
し
た
契
約
者
フ
ォ

ロ
ー
活
動「
３
Ｑ（
サ
ン
キ
ュ
ー
）訪
問
活

動
」に
よ
る
恒
常
推
進
占
率
１
０
０
％
を

確
立
し
、
地
域
組
合
員
、
利
用
者
へ
安

心
と
満
足
の
提
供
と
併
せ
、「
ス
マ
イ
ル

活
動
」（
窓
口
お
知
ら
せ
活
動
）を
全
支
店

で
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
来
店
者
へ

の
情
報
提
供
と
支
店
内
連
携
の
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
事

業
や
地
域
貢
献
活
動
を
通
じ
、Ｊ
Ａ
利
用

者
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
世
代
に

対
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。さ
ら
に
営
農
部
門
と
連
携
し
、

地
域
農
業
の
担
い
手
交
流
集
会

を
契
機
と
し
た「
農
業
リ
ス
ク
診

断
活
動
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　「
自
動
車
安
心
サ
ポ
ー
ト
課
」

で
は
自
動
車
事
故
に
お
け
る
契
約
者
へ

の
迅
速
・
的
確
な
対
応
と
専
門
的
知
識

の
強
化
に
よ
り
利
用
者
満
足
度
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

〇
地
区
本
部
運
営

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
信

用
・
共
済
事
業
収
益
の
縮
小
等
を
見
据
え
、

経
営
の
健
全
性
確
保
の
た
め
、
地
区
の

皆
様
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
出
雲
・

今
市
支
店
、
塩
冶
・

有
原
支
店
、
荒
茅
・

園
支
店
に
つ
い
て

店
舗
再
編
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、
管
内
人
口
の
減
少
、

組
合
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
急
速
に

地
域
社
会
、
地
域
農
業
が
変
化
し
て
い

く
な
か
で
、
県
内
農
業
生
産
基
盤
が
脆

弱
化
す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤

及
び
経
営
基
盤
の
弱
体
化
な
ど
、
３
つ

の
危
機（「
農
業
・
農
村
の
危
機
」「
組
織
・

事
業
・
経
営
の
危
機
」「
協
同
組
合
の
危

機
」）に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
蔓
延
し
た
な
か
、
食
料
を
供
給

し
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
農
業
の
大
切

さ
や
、
協
同
組
合
と
し
て
の
地
域
貢
献

の
姿
勢
が
再
認
識
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
持
続
可
能

な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
く
ら
し
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し

て
の
役
割
発
揮
」を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

組
合
員
・
役
職
員
が
共
に
力
を
あ
わ
せ
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡

大
」「
地
域
の
活
性
化
」の
３
つ
の
目
標
を

基
本
と
し
た
、
創
造
的
自
己
改
革
を
実

践
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、「
第
２
次
中
期
経
営

計
画
」と「
農
業
戦
略
実
践
３
カ
年
営
農

計
画
」の
第
２
年
度
と
し
て
、
目
標
に
向

か
っ
て
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
各
事

業
部
門
・
地
区
本
部
の
方
針
・
重
点
事

項
を
実
践
し
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
運
営
に
つ
い
て
も
、
各

事
業
の
総
力
を
結
集
し「
総
合
事
業
」を

継
続
す
る
な
か
で
、
盤
石
な
経
営
基
盤

の
確
立
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
農
業
者
・

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
本
店
と
地
区
本
部
、
地

区
本
部
間
の
連
携
を
強
化
し
、
事
業
改

革
に
よ
り
重
複
す
る
機
能
・
機
構
の
整

備
・
効
率
化
等
を
進
め
ま
す
。

　
特
に
、
営
農
・
経
済
事
業
は
業
務
の

効
率
化
、
収
益
拡
大
、
赤
字
削
減
の
た

め
に
具
体
的
な
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
金
融
店
舗
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
利
便
性

や
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
考
慮
す

る
な
か
で
、
将
来
的
な
採
算
性
も
重
視

し
な
が
ら
、
機
能
見
直
し
や
再
編
に
取

り
組
み
ま
す
。

〇
く
ら
し
の
活
動

　
出
雲
女
性
部
を
は
じ
め
と
す
る
各
組

織
と
の
連
携
を
密
に
し
、
く
ら
し
の
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
し
ま
す
。
主
な
活
動
と
し

て「
農
業
ま
つ
り
」を
各
地
区
で
開
催
し
、

安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
提
供
、
生

産
者
と
消
費
者
が
一
堂
に
集
う
場
の
提

供
、
ま
た
、
地
元
産
品
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

　
組
合
員
の
健
康
を
守
る
活
動
で
は
、

出
雲
市
か
ら
受
託
し
て
い
る
介
護
予
防

事
業
や
、
組
合
員
健
康
診
断
、
巡
回
人

間
ド
ッ
ク
、
農
業
者･

女
性
部
健
診
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
の
推
進
を

目
的
に「
い
ず
も
食
材
の
日
」等
の
イ
ベ

ン
ト
、
地
元
産

農
畜
産
物
の
店

頭
販
売
、
料
理

教
室
、
食
農
体

験
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。

〇
信
用
事
業

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
は
じ
め
と
し
た
営
農
担
当

部
署
と
事
業
間
連
携
を
一
層
強
化
し
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
メ
ニ
ュ
ー
の
一

つ
で
あ
る「
農
業
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

の
拡
大
」に
貢
献
し
ま
す
。
特
に
、
新
規

就
農
者
及
び
地
域
農
業
の
担
い
手
に
対

し
、Ｊ
Ａ 

バ
ン
ク
利
子
補
給
、
借
入
保

証
料
の
助
成
等
、
農
業
融
資
推
進
強
化

を
図
り
農
業
者
の
満
足
度
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
農
業
者
や
利
用

者
の
金
融
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
で
き

る
農
業
金
融
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
各
種
資
格

取
得
に
よ
る
人
材
育
成
を
進
め
る
と
と

も
に
、
農
業
融
資
知
識
研
修
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
研
修
会
を
実
施
し
、
相
談

業
務
の
質
の
向
上
と
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と

し
て
の
利
用
者
満
足
度
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

〇
共
済
事
業

　
地
域
密
着
の
事
業
活
動
で
あ
る「
３
Ｑ

（
サ
ン
キ
ュ
ー
）訪
問
活
動
」の
継
続
実
施

に
よ
り
、
組
合
員
・
利
用
者
へ
の「
安
心
」

「
満
足
」の
提
供
と
、
子
育
て
支
援（
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
こ
ど
も
倶
楽
部
）を
通
じ
た
次
世

代
と
の
接
点
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
損
害
調
査
体
制
に
関

わ
る
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、契
約
者
サ
ー

ビ
ス
の
重
要
性
を
理
解
し
、一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

〇
生
活
事
業

　
地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
、
豊
か
な

食
生
活
と
便
利
さ
を
提
供
し
、
生
鮮
食

品
を
中
心
と
し
た
魅
力
あ
る
店
舗
を
目

指
し
、
市
場
や
生
活
環
境
の
変
化
な
ど

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
販
売
促
進

策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
競
合
店

対
策
の
一
環
と
し
て
ラ
ピ
タ
本
店
１
階
、

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

事業総利益 256億 8百万円 74億 34百万円

事業管理費 255億 61百万円 73億 12百万円

事業利益 46百万円 1億 22百万円

経常利益 15億 31百万円 5億 73百万円

当期剰余金 10億 9百万円 4億 43百万円

損益計画

２
階
へ
の
新
た
な
専
門
店
誘
致
に
向
け

た
検
討
・
準
備
を
進
め
ま
す
。葬
祭
事
業
・

旅
行
事
業
は
、
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
向

上
・
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　
自
動
車
燃
料
事
業
で
は
、「
安
全･

安

心･

快
適
」な
事
業
の
展
開
を
基
本
と
し

て
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
提

案
や
、
保
安
体
制
の
充
実
を
図
り
、
組

合
員･

利
用
者
に
魅
力
あ
る
事
業
の
提
供

を
目
指
し
ま
す
。

※

１
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
） 

を
活
用
し
、
省

力
化
・
精
密
化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る

新
た
な
農
業
の
こ
と
で
す
。

※

２
機
能
性
農
産
物
と
は
、
生
産
工
程
や
栽

培
方
法
の
改
良
・
品
種
改
良
な
ど
に
よ
っ
て
、

健
康
維
持
・
発
が
ん
性
物
質
等
の
作
用
緩
和

な
ど
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る
成
分
の
含
有
量

を
高
め
た
農
産
物
の
こ
と
で
す
。

　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
令
和
２
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
ご
質
問
、
そ

の
他
当
Ｊ
Ａ
運
営
に
関
す
る
ご
意
見
に

つ
い
て
は
、
出
雲
地
区
本
部
各
支
店
・

ふ
れ
あ
い
店
・
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

寄
せ
下
さ
い
。

　
頂
戴
し
た
ご
質
問
・
ご
意
見
に
つ
き

ま
し
て
は
、
改
め
て
ご
回
答
致
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
も
と
に
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

〇
営
農
・
農
業
振
興

　「
地
区
担
い
手
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く

担
い
手
経
営
体
や
新
規
就
農
者
を
は
じ

め
、
家
族
経
営
に
よ
る
小
規
模
農
業
者

等
の
多
様
な
農
業
者
へ
栽
培
・
経
営
指

導
の
拡
充
を
行
い
、
総
合
的
な
支
援
に

よ
る
農
家
所
得
向
上
や
農
業
生
産
拡
大

に
貢
献
し
ま
す
。

　
米
穀
に
お
い
て

は
、
実
需
者
か
ら

求
め
ら
れ
る「
き
ぬ

む
す
め
」「
つ
や
姫
」

へ
の
品
種
転
換
を

よ
り
一
層
進
め
、

収
穫
前
の
事
前
契

約
取
引「
結
び
つ
き
米
」を
拡
大
し
ま
す
。

　
特
産
振
興
は
、
各
生
産
部
会
と
生
産

振
興
計
画（
面
積
拡
大
、
出
荷
量
増
、
集

荷
や
選
別
機
器
の
整
備
等
）に
つ
い
て
認

識
を
共
有
し
共
販
率
を
高
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
リ
ー
ス
事
業
の
実
施
、

ス
マ
ー
ト
農
業※

１
の
実
践
や
機
能
性

農
産
物※

２
へ
の
多
角
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
販
売
高
の
伸
長
を
目
指
し
ま
す
。

　
生
産
資
材
購
買
事
業
で
は
、
オ
ー
ル

島
根
で
の
営
農
指
導
や
販
売
部
門
と
連

携
し
、
統
一
品
目
や
、
全
農
集
約
品
目
、

予
約
購
買
の
強
化
充
実
に
よ
り
生
産
コ

ス
ト
を
低
減
し
ま
す
。

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

事業総利益 264億 27百万円 75億 40百万円

事業管理費 259億 52百万円 73億 94百万円

事業利益 4億 74百万円 1億 45百万円

経常利益 19億 87百万円 6億 22百万円

当期剰余金 9億 92百万円 3億 61百万円

損益の状況

項目 ＪＡしまね 出雲地区本部

販売品販売高 382億 7百万円 83億 90百万円

購買品供給高 (生産資材 ) 125億 37百万円 17億 11百万円

購買品供給高 (生活物資 ) 199億 24百万円 130億 35百万円

貯金平均残高 9,813 億 70百万円 2,543 億 58百万円

貸出金平均残高 2,898 億 83百万円 743億 27百万円

長期共済保有高 3兆 2,060 億円 7,370 億円

取扱計画

IZUMO

IZUMO



　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
６
月
４
日
、

管
内
５
ヶ
所
の
展
示
水
田
で
今
年
１
回
目
の
水

稲
「
つ
や
姫
」
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
同

地
区
本
部
総
合
指
導
課
の
職
員
が
、
生
育
調

査
の
結
果
や
今
後
の
水
管
理
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　
県
産
「
つ
や
姫
」
は
、
平
成
29
年
産
か
ら
３

年
連
続
で
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
（
日
本
穀
物

検
定
協
会
）
で
「
特
Ａ
」
を
獲
得
。
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
、
定
期
的
に
講
習
会
を
開
き
、
栽

培
管
理
の
徹
底
と
技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
講
習
会
に
は
、
指
導
力
向
上
の
た
め
新

任
の
営
農
担
当
職
員
４
人
も
同
行
し
、Ｊ
Ａ
全

農
や
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

草
丈
や
茎
数
、
葉
色
な
ど
を
測
定
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
本
部
で
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
か
ら
の

品
種
誘
導
を
進
め
て
お
り
、
管
内
の
令
和
２

年
の
「
つ
や
姫
」
の
作
付
面
積
は
、
前
年
比

３
％
増
の
１
３
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
って
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
大
社
支
部
は

６
月
26
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
高
齢

者
福
祉
施
設
へ
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。
同
支
部
の
部
員
が
手
分
け
を
し
て
、

大
社
町
の
５
施
設
を
訪
問
し
、
合
計
で
17
箱

（
２
キ
ロ
箱
）
を
贈
り
ま
し
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
い
な
さ
園
を
訪

問
し
た
日
野
友
喜
支
部
長
は
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
手
渡
し
「
今
年
は
コ
ロ

ナ
で
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

施
設
で
も
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ
き
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
が
一
番
の
励
み
に
な
り
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
養
鶏
部
会
は
６
月
15
日
、

同
Ｊ
Ａ
出
雲
地
区
本
部
で
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
安
全
・
安

心
な
鶏
卵
生
産
に
努
め
、
飼
料
用
米
を
利
用

し
た
鶏
卵
「
こ
め
た
ま
ご
」
の
更
な
る
販
売
拡

大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
鶏
「
出
雲
コ
ー
チ

ン
」
を
活
用
し
た
肉
用
鶏
の
作
出
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
す
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
は
令
和
元
年
、
１
０
２
３
ト
ン
の

鶏
卵
を
出
荷
。
全
国
的
な
生
産
量
増
の
影
響

で
近
年
低
価
格
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
安
定

供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。
飼
料
用
米
を
使
っ
た

鶏
卵
の
普
及
・
販
促
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
み
「
ラ
ピ
タ
の
こ
め
た
ま
ご
」
は
約
16
万
２

０
０
０
パッ
ク
（
約
１
０
５
ト
ン
）
を
販
売
し
ま

し
た
。

　
恒
例
の
社
会
福
祉
施
設
へ
の
卵
の
贈
呈
式
も

行
い
、
福
田
賢
治
部
会
長
が
、
社
会
福
祉
法

人
Ｊ
Ａ
い
ず
も
福
祉
会
の
鐘
推
義
憲
事
務
局

長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

「
つ
や
姫
」栽
培
講
習
会
開
催

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
栽
培
管
理
徹
底

福
祉
施
設
へ
デ
ラ
ウ
ェ
ア
贈
呈

出
雲
青
年
連
盟
大
社
支
部

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
養
鶏
部
会

福
祉
施
設
へ
恒
例
の
卵
贈
呈

利用者の方にデラウェアを贈る日野支部長（左）

福田部会長（右）から鐘推事務局長（左）へ贈呈

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会
の
（
株
）
イ
農
ベ
ル
み
だ
み

が
６
月
18
日
、Ｊ
Ａ
い
ず
も
福
祉
会
の
高
齢
者
福
祉
施
設
み
ど
り

の
郷
な
ど
５
施
設
に
乾
燥
シ
イ
タ
ケ
を
贈
り
ま
し
た
。
同
Ｊ
Ａ
出

雲
地
区
本
部
で
の
贈
呈
式
で
は
、
同
社
の
出
羽
秀
治
社
長
と
同

部
会
の
三
島
茂
部
会
長
が
、
福
祉
会
の
鐘
推
義
憲
事
務
局
長
に

乾
燥
シ
イ
タ
ケ
10
キ
ロ
（
生
重
量
１
０
０
キ
ロ
）
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
皆
さ
ん
の
健
康
の
た
め
に
何
か
役
に
立
ち

た
い
」
と
出
羽
社
長
が
発
案
。
同
社
が
栽
培
し
た
菌
床
生
シ
イ
タ

ケ
で
形
が
不
揃
い
な
も
の
な
ど
を
、
天
日
干
し
で
乾
燥
さ
せ
て
真

空
パッ
ク
し
ま
し
た
。
お
い
し
く
、
栄
養
が
あ
る
シ
イ
タ
ケ
を
食
べ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
同
部
会
が
栽
培
す
る
「
神
々
の
国
　
出
雲
し

い
た
け
」
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
消
費
拡
大
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
鐘
推
事
務
局
長
は
「
サ
ン
プ
ル
を
い
た
だ
い
た
が
、
戻
り
も
良

く
、
お
い
し
か
っ
た
。

施
設
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
後
押
し
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
出
羽
社
長
は
「
シ

イ
タ
ケ
は
免
疫
力

ア
ッ
プ
に
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
。
ぜ

ひ
『
出
雲
し
い
た
け
』

を
日
常
的
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

乾
燥
シ
イ
タ
ケ
を
福
祉
施
設
へ

出
雲
し
い
た
け
部
会
の
イ
農
ベ
ル
み
だ
み鐘推事務局長（左）へ乾燥シイタケを贈る出羽社長（右）と三島部会長（中）

営農指導員の説明を聞く参加者

　
盆
の
需
要
期
に
向
け
、
出
雲
地
区
本
部
管

内
で
電
照
菊
部
会
が
栽
培
す
る
菊
の
出
荷
が

最
盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

５
月
中
旬
か
ら
出
荷
が
本
格
化
。
地
元
市
場

を
中
心
に
出
荷
し
、
７
月
末
か
ら
８
月
上
旬

が
ピ
ー
ク
の
見
込
み
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

需
要
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
地
元
産
の
菊

の
引
き
合
い
は
強
く
、
７
月
上
旬
現
在
、
価

格
も
持
ち
直
し
つつ
あ
り
ま
す
。

　
電
照
菊
部
会
は
菊
生
産
者
９
人
で
構
成
し
、

今
年
は
２
．
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
し
て
い
ま

す
。
毎
月
定
例
会
を
開
き
、
部
会
員
同
士
で

調
整
し
な
が
ら
作
付
け
計
画
を
立
て
、
安
定

出
荷
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
部
会
員
の
山
本
征
志
さ
ん
は
「
花
は
心
を

豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
だ

か
ら
こ
そ
、
出
雲
の
菊
を
た
く
さ
ん
飾
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

出
雲
の
菊
が
出
荷
本
格
化

電
照
菊
部
会

収穫期を迎えた菊を確認する山本さん

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
12
日
、Ｊ
Ａ
し
ま

ね
荒
木
支
店
会
議
室
で
デ
ラ
ウ
ェア
の
品
評
会
を
開
き
ま
し

た
。
一
次
選
考
を
通
過
し
た
24
点
を
県
・
市
の
職
員
や
部

会
員
ら
14
人
が
審
査
し
、
最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞
７
点

を
決
定
。
最
優
秀
賞
の
出
雲
市
長
賞
に
は
大
社
地
区
の
森

山
謙
二
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
品
評
会
は
、
島
根
ぶ
ど
う
の
品
質
お
よ
び
商
品
性
の
高

位
平
準
化
、
生
産
振
興
と
栽
培
農
家
の
意
欲
向
上
を
目
的
に
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
審
査
委
員
長
を
務
め
た
島
根
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
果
樹
技
術
普
及
課
の
安
田
雄
治
課
長
は
「
５
月
の
少

雨
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
が
、
出
品
さ
れ
た
デ
ラ
ウ
ェア
は
ど
れ
も

果
粒
肥
大
が
良
好
で
、
園
の
管
理
が
行
き
届
い
て
い
る
と
感
じ
た
」

と
講
評
し
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
８
点
は
、
６
月
13
日
、
14
日
に
ラ
ピ
タ
本
店
に
展
示

し
ま
し
た
。

　
他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
島
根
県
農
業
協
同
組
合
長
賞
　
長
浜
地
区
　
浅
津
　
政
明
さ

ん
　
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
長
賞
　
大
社
地
区
　
藤
原

　
祐
吉
さ
ん
　
▼
島
根
県

農
業
共
済
組
合
長
賞
　

河
南
地
区
　
本
田
　
秀

明
さ
ん
　
▼（
株
）
島
根

ワ
イ
ナ
リ
ー
社
長
賞
　
長

浜
地
区
　
川
上
　
良
一
さ

ん
　
▼
島
根
県
果
樹
研
究

同
志
会
長
賞
　
大
社
地

区
　
伊
藤
　
修
二
さ
ん
　

▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど

う
部
会
長
賞
　
長
浜
地

区
　
川
上
　
廣
盛
さ
ん

　
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ

ど
う
部
会
長
賞
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
　
Ｕ
Ｐ
賞
）
長
浜
地
区

　
安
達
　
幹
夫
さ
ん

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

デ
ラ
ウ
ェ
ア
品
評
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
花
卉
部
会
と
同
Ｊ
Ａ
斐
川
花
き
部
会
は
６

月
19
日
、
長
岡
秀
人
出
雲
市
長
に
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。
父
の

日
を
前
に
、
出
雲
市
役
所
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
で
贈
呈
式
を
実
施
。

コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
落
ち
込
む
花
卉
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
出
雲
花
卉
部
会
で
は
、
毎
年
父
の
日
に
合
わ
せ
て
ラ
ピ
タ
で
展

示
会
を
開
き
、
花
束
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
展
示
会
を
中
止
し
、
斐
川
花

き
部
会
と
連
携
し
て
贈
呈
式
の
み
を
行
い
ま
し
た
。
式
で
は
、
出

雲
花
卉
部
会
の
前
島
信
行
部
会
長
と
斐
川
花
き
部
会
の
北
村
一夫

部
会
長
が
、
市
長
に
現
状
を
報
告
し
、
市
内
産
の
花
卉
を
Ｐ
Ｒ
。

両
部
会
に
所
属
す
る
新
宮
麻
衣
子
さ
ん
が
花
束
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　
同
市
の
管
理
職
で
構
成
す
る
出
雲
市
交
友
会
で
は
、
今
年
６

月
か
ら
来
年
３
月
に
か
け
て
「
出
雲
市
役
所
花
いっ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
５
回
、
市
役
所
本
庁
舎
や

行
政
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

計
18
か
所
を
市
内

産
の
花
を
中
心
と

し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
や
鉢
花

で
飾
る
計
画
で
す
。

　
長
岡
市
長
は
「
コ

ロ
ナ
が
心
も
蝕
ん
で

い
る
状
況
だ
が
、
花

が
心
を
癒
す
力
に

は
絶
対
的
な
も
の

が
あ
る
。
元
気
な

町
が
よ
み
が
え
る

き
っ
か
け
作
り
が
し

た
い
」
と
意
気
込
み

を
話
し
ま
し
た
。

出
雲
市
長
へ
花
束
贈
呈

出
雲
・
斐
川
両
部
会
が
花
卉
Ｐ
Ｒ

（写真左から）新宮さん、前島部会長、北村部会長、長岡市長

着色、粒張りなどを確認する審査員ら

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
６
月
４
日
、

管
内
５
ヶ
所
の
展
示
水
田
で
今
年
１
回
目
の
水

稲
「
つ
や
姫
」
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
、
同

地
区
本
部
総
合
指
導
課
の
職
員
が
、
生
育
調

査
の
結
果
や
今
後
の
水
管
理
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　
県
産
「
つ
や
姫
」
は
、
平
成
29
年
産
か
ら
３

年
連
続
で
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
（
日
本
穀
物

検
定
協
会
）
で
「
特
Ａ
」
を
獲
得
。
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
、
定
期
的
に
講
習
会
を
開
き
、
栽

培
管
理
の
徹
底
と
技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
講
習
会
に
は
、
指
導
力
向
上
の
た
め
新

任
の
営
農
担
当
職
員
４
人
も
同
行
し
、Ｊ
Ａ
全

農
や
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

草
丈
や
茎
数
、
葉
色
な
ど
を
測
定
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
本
部
で
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
か
ら
の

品
種
誘
導
を
進
め
て
お
り
、
管
内
の
令
和
２

年
の
「
つ
や
姫
」
の
作
付
面
積
は
、
前
年
比

３
％
増
の
１
３
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
って
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
大
社
支
部
は

６
月
26
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
高
齢

者
福
祉
施
設
へ
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。
同
支
部
の
部
員
が
手
分
け
を
し
て
、

大
社
町
の
５
施
設
を
訪
問
し
、
合
計
で
17
箱

（
２
キ
ロ
箱
）
を
贈
り
ま
し
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
い
な
さ
園
を
訪

問
し
た
日
野
友
喜
支
部
長
は
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
手
渡
し
「
今
年
は
コ
ロ

ナ
で
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

施
設
で
も
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ
き
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
が
一
番
の
励
み
に
な
り
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
養
鶏
部
会
は
６
月
15
日
、

同
Ｊ
Ａ
出
雲
地
区
本
部
で
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
安
全
・
安

心
な
鶏
卵
生
産
に
努
め
、
飼
料
用
米
を
利
用

し
た
鶏
卵
「
こ
め
た
ま
ご
」
の
更
な
る
販
売
拡

大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
鶏
「
出
雲
コ
ー
チ

ン
」
を
活
用
し
た
肉
用
鶏
の
作
出
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
す
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
は
令
和
元
年
、
１
０
２
３
ト
ン
の

鶏
卵
を
出
荷
。
全
国
的
な
生
産
量
増
の
影
響

で
近
年
低
価
格
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
安
定

供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。
飼
料
用
米
を
使
っ
た

鶏
卵
の
普
及
・
販
促
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
み
「
ラ
ピ
タ
の
こ
め
た
ま
ご
」
は
約
16
万
２

０
０
０
パッ
ク
（
約
１
０
５
ト
ン
）
を
販
売
し
ま

し
た
。

　
恒
例
の
社
会
福
祉
施
設
へ
の
卵
の
贈
呈
式
も

行
い
、
福
田
賢
治
部
会
長
が
、
社
会
福
祉
法

人
Ｊ
Ａ
い
ず
も
福
祉
会
の
鐘
推
義
憲
事
務
局

長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

「
つ
や
姫
」栽
培
講
習
会
開
催

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
栽
培
管
理
徹
底

福
祉
施
設
へ
デ
ラ
ウ
ェ
ア
贈
呈

出
雲
青
年
連
盟
大
社
支
部

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
養
鶏
部
会

福
祉
施
設
へ
恒
例
の
卵
贈
呈

利用者の方にデラウェアを贈る日野支部長（左）

福田部会長（右）から鐘推事務局長（左）へ贈呈

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会
の
（
株
）
イ
農
ベ
ル
み
だ
み

が
６
月
18
日
、Ｊ
Ａ
い
ず
も
福
祉
会
の
高
齢
者
福
祉
施
設
み
ど
り

の
郷
な
ど
５
施
設
に
乾
燥
シ
イ
タ
ケ
を
贈
り
ま
し
た
。
同
Ｊ
Ａ
出

雲
地
区
本
部
で
の
贈
呈
式
で
は
、
同
社
の
出
羽
秀
治
社
長
と
同

部
会
の
三
島
茂
部
会
長
が
、
福
祉
会
の
鐘
推
義
憲
事
務
局
長
に

乾
燥
シ
イ
タ
ケ
10
キ
ロ
（
生
重
量
１
０
０
キ
ロ
）
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
皆
さ
ん
の
健
康
の
た
め
に
何
か
役
に
立
ち

た
い
」
と
出
羽
社
長
が
発
案
。
同
社
が
栽
培
し
た
菌
床
生
シ
イ
タ

ケ
で
形
が
不
揃
い
な
も
の
な
ど
を
、
天
日
干
し
で
乾
燥
さ
せ
て
真

空
パッ
ク
し
ま
し
た
。
お
い
し
く
、
栄
養
が
あ
る
シ
イ
タ
ケ
を
食
べ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
同
部
会
が
栽
培
す
る
「
神
々
の
国
　
出
雲
し

い
た
け
」
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
消
費
拡
大
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
鐘
推
事
務
局
長
は
「
サ
ン
プ
ル
を
い
た
だ
い
た
が
、
戻
り
も
良

く
、
お
い
し
か
っ
た
。

施
設
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
後
押
し
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
出
羽
社
長
は
「
シ

イ
タ
ケ
は
免
疫
力

ア
ッ
プ
に
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
。
ぜ

ひ
『
出
雲
し
い
た
け
』

を
日
常
的
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

乾
燥
シ
イ
タ
ケ
を
福
祉
施
設
へ

出
雲
し
い
た
け
部
会
の
イ
農
ベ
ル
み
だ
み鐘推事務局長（左）へ乾燥シイタケを贈る出羽社長（右）と三島部会長（中）

営農指導員の説明を聞く参加者

　
盆
の
需
要
期
に
向
け
、
出
雲
地
区
本
部
管

内
で
電
照
菊
部
会
が
栽
培
す
る
菊
の
出
荷
が

最
盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

５
月
中
旬
か
ら
出
荷
が
本
格
化
。
地
元
市
場

を
中
心
に
出
荷
し
、
７
月
末
か
ら
８
月
上
旬

が
ピ
ー
ク
の
見
込
み
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

需
要
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
地
元
産
の
菊

の
引
き
合
い
は
強
く
、
７
月
上
旬
現
在
、
価

格
も
持
ち
直
し
つつ
あ
り
ま
す
。

　
電
照
菊
部
会
は
菊
生
産
者
９
人
で
構
成
し
、

今
年
は
２
．
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
し
て
い
ま

す
。
毎
月
定
例
会
を
開
き
、
部
会
員
同
士
で

調
整
し
な
が
ら
作
付
け
計
画
を
立
て
、
安
定

出
荷
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
部
会
員
の
山
本
征
志
さ
ん
は
「
花
は
心
を

豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
だ

か
ら
こ
そ
、
出
雲
の
菊
を
た
く
さ
ん
飾
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

出
雲
の
菊
が
出
荷
本
格
化

電
照
菊
部
会

収穫期を迎えた菊を確認する山本さん

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
６
月
12
日
、Ｊ
Ａ
し
ま

ね
荒
木
支
店
会
議
室
で
デ
ラ
ウ
ェア
の
品
評
会
を
開
き
ま
し

た
。
一
次
選
考
を
通
過
し
た
24
点
を
県
・
市
の
職
員
や
部

会
員
ら
14
人
が
審
査
し
、
最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞
７
点

を
決
定
。
最
優
秀
賞
の
出
雲
市
長
賞
に
は
大
社
地
区
の
森

山
謙
二
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
品
評
会
は
、
島
根
ぶ
ど
う
の
品
質
お
よ
び
商
品
性
の
高

位
平
準
化
、
生
産
振
興
と
栽
培
農
家
の
意
欲
向
上
を
目
的
に
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
審
査
委
員
長
を
務
め
た
島
根
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
果
樹
技
術
普
及
課
の
安
田
雄
治
課
長
は
「
５
月
の
少

雨
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
が
、
出
品
さ
れ
た
デ
ラ
ウ
ェア
は
ど
れ
も

果
粒
肥
大
が
良
好
で
、
園
の
管
理
が
行
き
届
い
て
い
る
と
感
じ
た
」

と
講
評
し
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
８
点
は
、
６
月
13
日
、
14
日
に
ラ
ピ
タ
本
店
に
展
示

し
ま
し
た
。

　
他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
島
根
県
農
業
協
同
組
合
長
賞
　
長
浜
地
区
　
浅
津
　
政
明
さ

ん
　
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
長
賞
　
大
社
地
区
　
藤
原

　
祐
吉
さ
ん
　
▼
島
根
県

農
業
共
済
組
合
長
賞
　

河
南
地
区
　
本
田
　
秀

明
さ
ん
　
▼（
株
）
島
根

ワ
イ
ナ
リ
ー
社
長
賞
　
長

浜
地
区
　
川
上
　
良
一
さ

ん
　
▼
島
根
県
果
樹
研
究

同
志
会
長
賞
　
大
社
地

区
　
伊
藤
　
修
二
さ
ん
　

▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど

う
部
会
長
賞
　
長
浜
地

区
　
川
上
　
廣
盛
さ
ん

　
▼
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ

ど
う
部
会
長
賞
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
　
Ｕ
Ｐ
賞
）
長
浜
地
区

　
安
達
　
幹
夫
さ
ん

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

デ
ラ
ウ
ェ
ア
品
評
会
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
花
卉
部
会
と
同
Ｊ
Ａ
斐
川
花
き
部
会
は
６

月
19
日
、
長
岡
秀
人
出
雲
市
長
に
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。
父
の

日
を
前
に
、
出
雲
市
役
所
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
で
贈
呈
式
を
実
施
。

コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
落
ち
込
む
花
卉
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
出
雲
花
卉
部
会
で
は
、
毎
年
父
の
日
に
合
わ
せ
て
ラ
ピ
タ
で
展

示
会
を
開
き
、
花
束
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
展
示
会
を
中
止
し
、
斐
川
花

き
部
会
と
連
携
し
て
贈
呈
式
の
み
を
行
い
ま
し
た
。
式
で
は
、
出

雲
花
卉
部
会
の
前
島
信
行
部
会
長
と
斐
川
花
き
部
会
の
北
村
一夫

部
会
長
が
、
市
長
に
現
状
を
報
告
し
、
市
内
産
の
花
卉
を
Ｐ
Ｒ
。

両
部
会
に
所
属
す
る
新
宮
麻
衣
子
さ
ん
が
花
束
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　
同
市
の
管
理
職
で
構
成
す
る
出
雲
市
交
友
会
で
は
、
今
年
６

月
か
ら
来
年
３
月
に
か
け
て
「
出
雲
市
役
所
花
いっ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
５
回
、
市
役
所
本
庁
舎
や

行
政
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

計
18
か
所
を
市
内

産
の
花
を
中
心
と

し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
や
鉢
花

で
飾
る
計
画
で
す
。

　
長
岡
市
長
は
「
コ

ロ
ナ
が
心
も
蝕
ん
で

い
る
状
況
だ
が
、
花

が
心
を
癒
す
力
に

は
絶
対
的
な
も
の

が
あ
る
。
元
気
な

町
が
よ
み
が
え
る

き
っ
か
け
作
り
が
し

た
い
」
と
意
気
込
み

を
話
し
ま
し
た
。

出
雲
市
長
へ
花
束
贈
呈

出
雲
・
斐
川
両
部
会
が
花
卉
Ｐ
Ｒ

（写真左から）新宮さん、前島部会長、北村部会長、長岡市長

着色、粒張りなどを確認する審査員ら

ほ
っ
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し
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ー
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ま
す
。
小
玉
ス
イ
カ
は
ト
ロ
箱
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で

栽
培
で
き
、
ト
ロ
箱
等
を
撤
去
す
れ
ば
す
ぐ
に

水
稲
の
育
苗
が
始
め
ら
れ
ま
す
。

作
業
性
は
、
負
担
の
大
き
い
水
管
理
を
「
ス
マ
ー

ト
農
業
」
で
省
力
化
。
安
田
さ
ん
は
、
日
射
量

に
応
じ
て
自
動
潅
水
が
で
き
る
「
潅
水
集
中
制

御
盤
　
ア
ク
ア
マ
イ
ス
タ
ー
P
r
o
」
を
使
用

し
、
作
業
負
担
を
大
幅
に
軽
減
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
装
置
は
水
稲
育
苗
に
も
活
用
で
き
、

効
率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　「
ピ
ノ
・
ガ
ー
ル
」
は
昨
年
発
売
の
新
品
種
で
、

１
．
６
キ
ロ
〜
２
キ
ロ
程
度
の
食
べ
切
り
サ
イ
ズ
。

種
が
小
さ
く
、
気
に
せ
ず
食
べ
ら
れ
る
の
が
最
大

の
特
徴
で
、
糖
度
も
高
く
食
感
に
も
優
れ
て
い

ま
す
。Ｊ
Ａ
で
販
路
を
確
保
し
て
お
り
、
小
売

店
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
小
玉
ス
イ
カ
は
促
成
栽
培
の
収
穫
が
７
月
上

旬
ご
ろ
に
始
ま
り
、
そ
の
後
10
月
収
穫
予
定
の

抑
制
栽
培
が
始
ま
り
ま
す
。

制御盤の設定を確認する
正範さんの息子の高廣さん

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
が
、
水

稲
の
育
苗
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
小
玉
ス
イ

カ
の
栽
培
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

法
人
を
含
む
５
生
産
者
が
８
ア
ー
ル
で
栽

培
。
水
稲
栽
培
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
、

作
業
の
省
力
化
、
効
率
化
を
図
り
、
農

家
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
高
松
の
安
田
正
範
さ
ん
か
ら
ハ
ウ
ス
活
用
の
相

談
を
受
け
、
同
地
区
本
部
営
農
部
が
小
玉
ス
イ

カ
の
栽
培
を
提
案
し
ま
し
た
。
順
調
に
生
育
し
、

販
売
も
好
調
だ
っ
た
た
め
、
今
年
３
月
に
は
同

地
区
本
部
が
開
く
ミ
ニ
ア
グ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

成
果
を
報
告
。
興
味
を
持
っ
た
４
生
産
者
が
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。

　
水
稲
農
家
で
の
副
収
入
を
ね
ら
う
に
あ
た
り
、

①
育
苗
ハ
ウ
ス
で
の
栽
培
が
可
能
で
あ
る
こ
と
②

水
稲
栽
培
の
作
業
に
影
響
し
な
い
こ
と
③
収
益

性
が
あ
る
こ
と
―
―
―
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
き

育
苗
ハ
ウ
ス
で
小
玉
ス
イ
カ

　遊
休
期
間
利
用
で
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る

トロ箱をハウス内に置いて栽培

令和３年度 介護・看護・作業療法士採用職員募集
　ＪＡいずも福祉会（みどりの郷４施設）では、令和３年４月採用職員の
募集を行います。詳しくはＪＡいずも福祉会事務局（☎0853-31-4080）
までお問い合わせください。

採用予定人数
応 募 資 格

提 出 書 類
書類締切日
書類提出先
選 考 方 法

試 験 期 日

／
／

　

／
／
／
／

／

●
●

●
●
●
●

●

尚、4月採用職員以外にも随時募集を行っておりますので、お問い合わせください。

介護職員若干名、看護職員・作業療法士各若干名
協同の精神のもとに、福祉活動を通じて、生きがいのある安心して暮らせる　　
地域づくりのために活躍しようとする人で、次に該当する方。
①大学、短大、専修学校を卒業または卒業見込みの方。
　高校を卒業された方。
②介護職員は、資格・経験は不問。
　看護職員は、看護師、准看護師資格いずれかの資格を取得見込又は資格を有す

る方。
　作業療法士は、作業療法士の資格を取得見込又は資格を有する方。
自筆履歴書（写真貼付）、卒業見込証明書　※応募書類は返却いたしません。
令和２年８月３１日（月）
ＪＡいずも福祉会　本部事務局　〒６９３-８５８５ 出雲市今市町１０６番地１
①筆記試験：小論文
②面接試験：書類選考および面接試験
①筆記試験：令和２年９月１９日（土）の予定
②面接試験：別途通知または当日実施ＪＡ各支店まで

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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ま
す
。
小
玉
ス
イ
カ
は
ト
ロ
箱
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プ
ラ
ン
タ
ー
で

栽
培
で
き
、
ト
ロ
箱
等
を
撤
去
す
れ
ば
す
ぐ
に

水
稲
の
育
苗
が
始
め
ら
れ
ま
す
。

作
業
性
は
、
負
担
の
大
き
い
水
管
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を
「
ス
マ
ー
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農
業
」
で
省
力
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安
田
さ
ん
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日
射
量

に
応
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自
動
潅
水
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で
き
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「
潅
水
集
中
制

御
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ア
ク
ア
マ
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ス
タ
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r
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」
を
使
用

し
、
作
業
負
担
を
大
幅
に
軽
減
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
装
置
は
水
稲
育
苗
に
も
活
用
で
き
、

効
率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　「
ピ
ノ
・
ガ
ー
ル
」
は
昨
年
発
売
の
新
品
種
で
、

１
．
６
キ
ロ
〜
２
キ
ロ
程
度
の
食
べ
切
り
サ
イ
ズ
。

種
が
小
さ
く
、
気
に
せ
ず
食
べ
ら
れ
る
の
が
最
大

の
特
徴
で
、
糖
度
も
高
く
食
感
に
も
優
れ
て
い

ま
す
。Ｊ
Ａ
で
販
路
を
確
保
し
て
お
り
、
小
売

店
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
小
玉
ス
イ
カ
は
促
成
栽
培
の
収
穫
が
７
月
上

旬
ご
ろ
に
始
ま
り
、
そ
の
後
10
月
収
穫
予
定
の

抑
制
栽
培
が
始
ま
り
ま
す
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制御盤の設定を確認する
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
が
、
水

稲
の
育
苗
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
小
玉
ス
イ

カ
の
栽
培
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

法
人
を
含
む
５
生
産
者
が
８
ア
ー
ル
で
栽

培
。
水
稲
栽
培
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
、

作
業
の
省
力
化
、
効
率
化
を
図
り
、
農

家
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
高
松
の
安
田
正
範
さ
ん
か
ら
ハ
ウ
ス
活
用
の
相

談
を
受
け
、
同
地
区
本
部
営
農
部
が
小
玉
ス
イ

カ
の
栽
培
を
提
案
し
ま
し
た
。
順
調
に
生
育
し
、

販
売
も
好
調
だ
っ
た
た
め
、
今
年
３
月
に
は
同

地
区
本
部
が
開
く
ミ
ニ
ア
グ
リ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

成
果
を
報
告
。
興
味
を
持
っ
た
４
生
産
者
が
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。

　
水
稲
農
家
で
の
副
収
入
を
ね
ら
う
に
あ
た
り
、

①
育
苗
ハ
ウ
ス
で
の
栽
培
が
可
能
で
あ
る
こ
と
②

水
稲
栽
培
の
作
業
に
影
響
し
な
い
こ
と
③
収
益

性
が
あ
る
こ
と
―
―
―
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
き

育
苗
ハ
ウ
ス
で
小
玉
ス
イ
カ

　遊
休
期
間
利
用
で
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る

トロ箱をハウス内に置いて栽培

令和３年度 介護・看護・作業療法士採用職員募集
　ＪＡいずも福祉会（みどりの郷４施設）では、令和３年４月採用職員の
募集を行います。詳しくはＪＡいずも福祉会事務局（☎0853-31-4080）
までお問い合わせください。

採用予定人数
応 募 資 格

提 出 書 類
書類締切日
書類提出先
選 考 方 法

試 験 期 日

／
／

　

／
／
／
／

／

●
●

●
●
●
●

●

尚、4月採用職員以外にも随時募集を行っておりますので、お問い合わせください。

介護職員若干名、看護職員・作業療法士各若干名
協同の精神のもとに、福祉活動を通じて、生きがいのある安心して暮らせる　　
地域づくりのために活躍しようとする人で、次に該当する方。
①大学、短大、専修学校を卒業または卒業見込みの方。
　高校を卒業された方。
②介護職員は、資格・経験は不問。
　看護職員は、看護師、准看護師資格いずれかの資格を取得見込又は資格を有す

る方。
　作業療法士は、作業療法士の資格を取得見込又は資格を有する方。
自筆履歴書（写真貼付）、卒業見込証明書　※応募書類は返却いたしません。
令和２年８月３１日（月）
ＪＡいずも福祉会　本部事務局　〒６９３-８５８５ 出雲市今市町１０６番地１
①筆記試験：小論文
②面接試験：書類選考および面接試験
①筆記試験：令和２年９月１９日（土）の予定
②面接試験：別途通知または当日実施ＪＡ各支店まで
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タイマーでミストを噴霧し暑さ対策ウォーターカップはサイズの大きいものを使用スマートフォンのアプリで牛舎内の様子が見られる

　手軽に食べられる生春巻き。サラダ風です
が、照り焼きにした牛肉がしっかりとした食
べ応えを感じさせてくれます。

柳
樂 

朱
音
（21）

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
肥
育
牛
部
会

有
限
会
社
藤
増―

出
雲
和
牛―

経
営
規
模

肥
育
牛

　
　
　
４
０
０
頭

繁
殖
牛
　
　
54
頭

鶏
　
　
５
０
０
羽

藤
増
牧
場

　
知
井
宮
町
と
佐
田
町
の
２
か
所
に
牧
場
を
構
え
る

有
限
会
社
藤
増
。
焼
肉
の
藤
増
、
鉄
板
焼 

藤
増
を
運

営
す
る
ほ
か
、
藤
増
ス
ト
ア
ー
で
も
丹
精
込
め
て
育

て
た
「
出
雲
和
牛
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、

藤
増
で
従
業
員
と
し
て
働
く
柳
樂
朱
音
さ
ん
に
、
牧

場
で
の
仕
事
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
の
実
家
が
牛
を
飼
っ
て
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
牛
の
飼
育
に
興
味
を
持
っ
た
柳
樂
さ

ん
。
出
雲
農
林
高
校
の
動
物
科
学
科
、
農
林
大
学
校

の
肉
用
牛
専
攻
を
経
て
、
藤
増
に
就
職
し
ま
し
た
。

現
在
佐
田
牧
場
に
勤
務
し
、
繁
殖
牛
の
餌
や
り
や
観

察
、
出
産
の
立
会
い
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
見
逃
し
が
命
に
か
か
わ
る
気
が
抜

け
な
い
仕
事
。
出
産
が
近
い
と
き
な
ど
は
、
夜
、
仕

事
を
終
え
て
自
宅
に
い
る
と
き
で
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
兆
候
を
確
認
し
ま
す
。
牛
舎
に
は

W
i
ー
F
i
に
つ
な
が
っ
た
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
専
用
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
離
れ
て
い
て
も
牛

の
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
藤
増
で
は
、
主
に
出
雲
市
産
の
子
牛
を
仕
入
れ
て

肥
育
し
て
い
ま
す
。
繁
殖
に
も
取
り
組
み
、
産
ま
れ

た
子
牛
も
自
社
で
育
て
ま
す
。
牛
が
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
環
境
に
も
配
慮
。
夏
場
、
牛
舎
内
の
温
度
を

下
げ
る
た
め
に
噴
霧
し
て
い
る
ミ
ス
ト
は
、
消
臭
効

果
の
あ
る
も
の
を
使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ッ
プ
（
牛
が
水
を
飲
む
入
れ
物
）
も
サ
イ
ズ

が
大
き
い
も
の
を
設
置
し
、
ス
ト
レ
ス
な
く
た
く
さ

ん
の
水
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
藤
増
の
お
肉
が
お
い
し
か
っ
た
！
と
言
っ
て
も

ら
え
る
の
が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
す
柳
樂

さ
ん
。
お
す
す
め
の
食
べ
方
を
尋
ね
る
と
「
焼
肉
で

も
一
度
は
何
も
つ
け
ず
に
食
べ
て
、
脂
の
甘
み
を
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

地
元
産
ま
れ
地
元
育
ち
が
中
心

環
境
に
配
慮
し
健
康
に
育
て
る

さん

　
し
ま
ね
和
牛
の
中
で
も
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
肥
育

牛
部
会
員
が
生
産
し
た
黒
毛
和
牛
の
去
勢
お
よ
び

雌
肥
育
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
出
雲
和
牛
」
と
い
い

ま
す
。

　
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
や
わ
ら
か
な
肉
質
、
芳
醇
な
甘
み

と
、
と
ろ
け
る

よ
う
な
食
感
。

安
全
性
に
十
分

配
慮
し
て
飼
育

さ
れ
た
信
頼
の

ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

生
産
者
の
皆
さ

ん
が
愛
情
込
め

て
育
て
た
「
出

雲
和
牛
」
を
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

今
月
の
食
材
は「

出
雲
和
牛
」

旬レシピ出雲の

出雲和牛の
 　　ライスバーガー

準備：温かいご飯と片栗粉を混ぜ合わせ、４等分にしておく。
①中火で熱したフライパンにサラダ油を敷く。ご飯を円形の型に
詰めて厚さ１㎝くらいの円盤状に成型し、表面に醤油を薄く塗
り、両面をこんがり焼く。同様に計４個作る。

②①のフライパンにごま油を敷き、牛バラ肉を入れて中火で炒める。
③肉に火が通ったら、Aを入れ、馴染んだら火を止める。
④①にサニーレタスと③を敷いて、①で挟んで出来上がり！

　出雲和牛を使った贅沢な一品。味付けはお
好みですが、薄めの味付けでも十分な満足感
があると思います。冷めないうちにどうぞ。

〈材料〉［2人分］

〈作り方〉

★バンズ
 ●温かいご飯・・・・・・・
 ●片栗粉・・・・・・・・・
 ●醤油・・・・・・・・・・・・・・

★具材

●サラダ油・・・・・・・・・
●ごま油・・・・・・・・・・・
●サニーレタス・・・・・・・・

200ｇ
適量

お好みで
お好みで

適量

A

●牛バラ肉（切り落とし）・・・
●焼肉のタレ・・・・・・・・・
●コチュジャン・・・・・
●すりおろしにんにく・・・
●白いりごま・・・・・・・・・

出雲和牛の生春巻き
〈材料〉［２人分］

●牛バラ肉（焼肉用）・・・・・
●スライスチーズ・・・・・・
●サニーレタス・・・・・・・
●にんじん・・・・・・・・・・
●赤パプリカ・・・・・・・・・
●ライスペーパー・・・・・

50ｇ
２枚
適量
適量
適量
２枚

大さじ２
大さじ２
大さじ２
大さじ１
大さじ１

タレ
●しょうゆ・・・・・・・・
●酒・・・・・・・・・・・・・
●みりん・・・・・・・・・
●砂糖・・・・・・・・・・・
●サラダ油・・・・・・・

300ｇ
大さじ２

適量
大さじ１
大さじ１

適量

来
月
の
い
ず
も
食
材
の
日

８
月
の
食
材
は

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」で
す
！

な
ぎ 

ら

あ
か
　
ね

準備：サニーレタス、にんじん、赤パプリカは洗って、食べやすい
大きさに切っておく。

①中火で熱したフライパンにサラダ油を敷き、一口大に切った牛
肉を炒め、タレを入れて全体に馴染ませる。

②ライスペーパーを水にさっとくぐらせ、スライスチーズ、野菜、
牛肉の順番でのせ、手前から奥にむかって、両サイドを折り
込みながら巻きあげる。

③食べやすい大きさにきり、①で残ったタレをかけて完成♪

〈作り方〉

農家にSPOTわいわいIZUMO
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タイマーでミストを噴霧し暑さ対策ウォーターカップはサイズの大きいものを使用スマートフォンのアプリで牛舎内の様子が見られる

　手軽に食べられる生春巻き。サラダ風です
が、照り焼きにした牛肉がしっかりとした食
べ応えを感じさせてくれます。

柳
樂 

朱
音
（21）

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
肥
育
牛
部
会

有
限
会
社
藤
増―

出
雲
和
牛―

経
営
規
模

肥
育
牛

　
　
　
４
０
０
頭

繁
殖
牛
　
　
54
頭

鶏
　
　
５
０
０
羽

藤
増
牧
場

　
知
井
宮
町
と
佐
田
町
の
２
か
所
に
牧
場
を
構
え
る

有
限
会
社
藤
増
。
焼
肉
の
藤
増
、
鉄
板
焼 

藤
増
を
運

営
す
る
ほ
か
、
藤
増
ス
ト
ア
ー
で
も
丹
精
込
め
て
育

て
た
「
出
雲
和
牛
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、

藤
増
で
従
業
員
と
し
て
働
く
柳
樂
朱
音
さ
ん
に
、
牧

場
で
の
仕
事
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
の
実
家
が
牛
を
飼
っ
て
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
牛
の
飼
育
に
興
味
を
持
っ
た
柳
樂
さ

ん
。
出
雲
農
林
高
校
の
動
物
科
学
科
、
農
林
大
学
校

の
肉
用
牛
専
攻
を
経
て
、
藤
増
に
就
職
し
ま
し
た
。

現
在
佐
田
牧
場
に
勤
務
し
、
繁
殖
牛
の
餌
や
り
や
観

察
、
出
産
の
立
会
い
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
見
逃
し
が
命
に
か
か
わ
る
気
が
抜

け
な
い
仕
事
。
出
産
が
近
い
と
き
な
ど
は
、
夜
、
仕

事
を
終
え
て
自
宅
に
い
る
と
き
で
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
兆
候
を
確
認
し
ま
す
。
牛
舎
に
は

W
i
ー
F
i
に
つ
な
が
っ
た
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
専
用
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
離
れ
て
い
て
も
牛

の
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
藤
増
で
は
、
主
に
出
雲
市
産
の
子
牛
を
仕
入
れ
て

肥
育
し
て
い
ま
す
。
繁
殖
に
も
取
り
組
み
、
産
ま
れ

た
子
牛
も
自
社
で
育
て
ま
す
。
牛
が
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
環
境
に
も
配
慮
。
夏
場
、
牛
舎
内
の
温
度
を

下
げ
る
た
め
に
噴
霧
し
て
い
る
ミ
ス
ト
は
、
消
臭
効

果
の
あ
る
も
の
を
使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ッ
プ
（
牛
が
水
を
飲
む
入
れ
物
）
も
サ
イ
ズ

が
大
き
い
も
の
を
設
置
し
、
ス
ト
レ
ス
な
く
た
く
さ

ん
の
水
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
藤
増
の
お
肉
が
お
い
し
か
っ
た
！
と
言
っ
て
も

ら
え
る
の
が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
す
柳
樂

さ
ん
。
お
す
す
め
の
食
べ
方
を
尋
ね
る
と
「
焼
肉
で

も
一
度
は
何
も
つ
け
ず
に
食
べ
て
、
脂
の
甘
み
を
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

地
元
産
ま
れ
地
元
育
ち
が
中
心

環
境
に
配
慮
し
健
康
に
育
て
る

さん

　
し
ま
ね
和
牛
の
中
で
も
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
肥
育

牛
部
会
員
が
生
産
し
た
黒
毛
和
牛
の
去
勢
お
よ
び

雌
肥
育
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
出
雲
和
牛
」
と
い
い

ま
す
。
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ュ
ー
シ
ー
で
や
わ
ら
か
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肉
質
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芳
醇
な
甘
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と
ろ
け
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よ
う
な
食
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。
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飼
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頼
の

ブ
ラ
ン
ド
で
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雲
和
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ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

今
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は「

出
雲
和
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」
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準備：温かいご飯と片栗粉を混ぜ合わせ、４等分にしておく。
①中火で熱したフライパンにサラダ油を敷く。ご飯を円形の型に
詰めて厚さ１㎝くらいの円盤状に成型し、表面に醤油を薄く塗
り、両面をこんがり焼く。同様に計４個作る。

②①のフライパンにごま油を敷き、牛バラ肉を入れて中火で炒める。
③肉に火が通ったら、Aを入れ、馴染んだら火を止める。
④①にサニーレタスと③を敷いて、①で挟んで出来上がり！

　出雲和牛を使った贅沢な一品。味付けはお
好みですが、薄めの味付けでも十分な満足感
があると思います。冷めないうちにどうぞ。

〈材料〉［2人分］

〈作り方〉

★バンズ
 ●温かいご飯・・・・・・・
 ●片栗粉・・・・・・・・・
 ●醤油・・・・・・・・・・・・・・

★具材

●サラダ油・・・・・・・・・
●ごま油・・・・・・・・・・・
●サニーレタス・・・・・・・・
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お好みで
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●牛バラ肉（切り落とし）・・・
●焼肉のタレ・・・・・・・・・
●コチュジャン・・・・・
●すりおろしにんにく・・・
●白いりごま・・・・・・・・・

出雲和牛の生春巻き
〈材料〉［２人分］

●牛バラ肉（焼肉用）・・・・・
●スライスチーズ・・・・・・
●サニーレタス・・・・・・・
●にんじん・・・・・・・・・・
●赤パプリカ・・・・・・・・・
●ライスペーパー・・・・・

50ｇ
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●しょうゆ・・・・・・・・
●酒・・・・・・・・・・・・・
●みりん・・・・・・・・・
●砂糖・・・・・・・・・・・
●サラダ油・・・・・・・
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の
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の
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の
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は

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」で
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あ
か
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準備：サニーレタス、にんじん、赤パプリカは洗って、食べやすい
大きさに切っておく。

①中火で熱したフライパンにサラダ油を敷き、一口大に切った牛
肉を炒め、タレを入れて全体に馴染ませる。

②ライスペーパーを水にさっとくぐらせ、スライスチーズ、野菜、
牛肉の順番でのせ、手前から奥にむかって、両サイドを折り
込みながら巻きあげる。

③食べやすい大きさにきり、①で残ったタレをかけて完成♪
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フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
グ
ル
ー
プ「
ニ
キ
ー

タ
」
は
、
第
２
期
い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大

学
の
卒
業
生
が
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
で

す
。メ
ン
バ
ー
は
40
代
か
ら
70
代
の
31
人
。

年
間
６
回
程
度
、
不
定
期
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
毎
年
必
ず
行
っ
て
い
る
の
が
、
総
会

と
日
帰
り
研
修
と
ハ
ム
作
り
で
す
。
間

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
グ
ル
ー
プ

代
表  

園
山 

幸
美 

さ
ん

で
は
、
今
後
の
活
動
の
打
ち
合
わ
せ
を

兼
ね
て
食
事
会
も
開
い
て
い
ま
す
。
昨

年
６
月
に
実
施
し
た
日
帰
り
研
修
で
は
、

飯
南
町
を
視
察
。
大
し
め
な
わ
創
作
館

で
し
め
縄
作
り
を
体
験
し
た
後
、
昼
食

を
は
さ
ん
で
和
菓
子
作
り
も
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
メ
ン
バ
ー
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
企
画
に
盛
り
込
み
、
一

昨
年
は
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
、
昨
年
は
６

月
の
日
帰
り
研
修
に
加
え
、
10
月
に
も

奥
出
雲
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
に
な
ら
な
い
形
で

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
す
園

山
代
表
。
企
画
は
全
員
に
メ
ー
ル
や
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
周
知
し
、
都
合
が
つ
く
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
施
し
た

活
動
の
様
子
も
全
員
に
情
報
発
信
し
て

共
有
し
、
久
し
ぶ
り
で
も
参
加
し
や
す

い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
ニ
キ
ー
タ
」

グ
ル
ー
プ
紹
介

　ＪＡしまね出雲地区本部では、組合員の皆さん
の生活文化活動をサポートするとともに、JA 組
織活動の活性化を図ることを目的に、生活文化
協力員を管内の各ブロックに配置しています。
　生活文化協力員は、定期的に開催する会議・
研修会に参加し、JA 生活指導員と連携をとりな
がら、各地区で行う料理教室や加工品作りなど
の講師としてＪＡ女性部のグループ活動に参加し
ています。また、農業まつりやＪＡ女子大学、健
康診断等にも積極的に協力するなど幅広い分野
で活動しています。
　今年度は各ブロックから１５人を選任しました。
令和元年度には４０１件の活動をしており、今後
も生活文化活動がより充実したものとなるよう活
動していきます。

ＪＡしまね出雲地区本部 生活文化協力員
令和２年度　ＪＡしまね出雲地区本部

生活文化協力員

園山　紀子
矢田　絹子
長谷川博美
湯浅万里子
山形　由紀
山崎　智子
松浦　洋子
園山　幸美
角森　希美
横田　紀子
森山都代子
石飛　通子
高山　恭子
飯塚　恵理
曽田　美子

（敬称略）

中部ブロック

東部ブロック

西部ブロック

河南ブロック

南部ブロック

主活動ブロック 氏　名

料理教室から託児まで

幅広く活躍！！

日帰り研修で和菓子を作るメンバーたち

出雲市農政会議だより
令和2年7月18日

発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1 JAしまね出雲地区本部 営農企画課内）
発行責任者：事務局長　山根　康太 No.90

〇書面決議による第16回通常総会の実施
　出雲市農政会議は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、今年度の総会を規模縮小により開催す
ることとしていましたが、総会開催を断念し、規約上にない緊急的な特例措置として書面決議により実施しま
した。
　ブロック・支部より選出頂いた129名の代議員が6月20日締め切りで回答書を提出し、令和元年度活動報
告、令和2年度活動方針などの4議案について賛成多数により承認されました。
　令和2年度は、農業振興施策に関する要請活動のほか、新型コロナウイルスによる農業への影響に最大
限の注意を払い、必要に応じて緊急要請等を実施することとしています。

【活動内容報告】

〇現在、出雲市農政会議ブロック・支部にて、令和3年度出雲市農業振興施策確立に関する要望事
項をとりまとめています。要望事項等がございましたら、支部事務局までお知らせください。

【お知らせ】

農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収についてのお知らせ

２.回収対象

　下記の回収処分計画表の通り、農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収を行います。持ち込み
を希望される方は、「委任状」・「産業廃棄物運搬車表示」が必要となりますので、最寄りの各営農
センターまでお受け取りにお越しくださいますよう、よろしくお願い致します。尚、「産業廃棄物運
搬車表示」は紙に手書きしたものでもかまいませんが、マグネットシートの表示板をグリーンセン
ターにおいて販売しておりますので、ご利用ください。

被覆資材（ビニール・農ポリ）・ハウス資材（マイカー線・パッカー・寒冷沙・タイベック）・
潅水チューブ・肥料袋・ビニールマルチ、育苗箱、波板

※農薬の容器や空袋、紙(ダンボール箱等)
※トンネル支柱・イボ竹等鉄にビニールコーティングしてある物
※塩ビパイプ管　※金属類

３.処理料金・
 　代金決済

料　　金：㎏当たり　税込 ６１円
代金決済：営農口座より　令和２年９月２５日（金）引き落とし

４.処理代金に
 　ついて

今回の回収にかかる処理料金は、産業廃棄物の処理料金が高騰しているため、前年と比
べて値上がりとなっております。ご了承ください。

地区名 回収場所 回収日
桧山・久多美・灘分・平田
伊野・平田東・西田・国富
神西・神戸川・湖陵・多伎
高松・荒茅・園・大社・遙堪・荒木
乙立・朝山・稗原・佐田
上津・大津・塩冶・今市
四絡・高浜・川跡・鳶巣

平田カントリー

西部カントリー
西部カントリー

西部カントリー

７月２７日（月）

７月３０日（木）
８月　３日（月）

８月　４日（火）

回収時間
午前９時～１１時
午後１時～　３時
午前９時～１１時
午前９時～１１時

午前９時～１１時

※ご不明な点がございましたら生産資材課・各営農センターへご連絡ください。
● 生 産 資 材 課 ☎21-6047  ● 中部営農センター ☎31-9055  ● 西部営農センター ☎53-2168
● 河南営農センター ☎43-7007  ● 南部営農センター ☎84-0213  ● 東部営農センター ☎62-9059

持込不可の物
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フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
グ
ル
ー
プ「
ニ
キ
ー

タ
」
は
、
第
２
期
い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大

学
の
卒
業
生
が
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
で

す
。メ
ン
バ
ー
は
40
代
か
ら
70
代
の
31
人
。

年
間
６
回
程
度
、
不
定
期
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
毎
年
必
ず
行
っ
て
い
る
の
が
、
総
会

と
日
帰
り
研
修
と
ハ
ム
作
り
で
す
。
間

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
グ
ル
ー
プ

代
表  

園
山 

幸
美 

さ
ん

で
は
、
今
後
の
活
動
の
打
ち
合
わ
せ
を

兼
ね
て
食
事
会
も
開
い
て
い
ま
す
。
昨

年
６
月
に
実
施
し
た
日
帰
り
研
修
で
は
、

飯
南
町
を
視
察
。
大
し
め
な
わ
創
作
館

で
し
め
縄
作
り
を
体
験
し
た
後
、
昼
食

を
は
さ
ん
で
和
菓
子
作
り
も
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
メ
ン
バ
ー
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
企
画
に
盛
り
込
み
、
一

昨
年
は
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
、
昨
年
は
６

月
の
日
帰
り
研
修
に
加
え
、
10
月
に
も

奥
出
雲
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　「
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
に
な
ら
な
い
形
で

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
す
園

山
代
表
。
企
画
は
全
員
に
メ
ー
ル
や
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
周
知
し
、
都
合
が
つ
く
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
施
し
た

活
動
の
様
子
も
全
員
に
情
報
発
信
し
て

共
有
し
、
久
し
ぶ
り
で
も
参
加
し
や
す

い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
ニ
キ
ー
タ
」

グ
ル
ー
プ
紹
介

　ＪＡしまね出雲地区本部では、組合員の皆さん
の生活文化活動をサポートするとともに、JA 組
織活動の活性化を図ることを目的に、生活文化
協力員を管内の各ブロックに配置しています。
　生活文化協力員は、定期的に開催する会議・
研修会に参加し、JA 生活指導員と連携をとりな
がら、各地区で行う料理教室や加工品作りなど
の講師としてＪＡ女性部のグループ活動に参加し
ています。また、農業まつりやＪＡ女子大学、健
康診断等にも積極的に協力するなど幅広い分野
で活動しています。
　今年度は各ブロックから１５人を選任しました。
令和元年度には４０１件の活動をしており、今後
も生活文化活動がより充実したものとなるよう活
動していきます。

ＪＡしまね出雲地区本部 生活文化協力員
令和２年度　ＪＡしまね出雲地区本部

生活文化協力員

園山　紀子
矢田　絹子
長谷川博美
湯浅万里子
山形　由紀
山崎　智子
松浦　洋子
園山　幸美
角森　希美
横田　紀子
森山都代子
石飛　通子
高山　恭子
飯塚　恵理
曽田　美子

（敬称略）

中部ブロック

東部ブロック

西部ブロック

河南ブロック

南部ブロック

主活動ブロック 氏　名

料理教室から託児まで

幅広く活躍！！

日帰り研修で和菓子を作るメンバーたち

出雲市農政会議だより
令和2年7月18日

発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1 JAしまね出雲地区本部 営農企画課内）
発行責任者：事務局長　山根　康太 No.90

〇書面決議による第16回通常総会の実施
　出雲市農政会議は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、今年度の総会を規模縮小により開催す
ることとしていましたが、総会開催を断念し、規約上にない緊急的な特例措置として書面決議により実施しま
した。
　ブロック・支部より選出頂いた129名の代議員が6月20日締め切りで回答書を提出し、令和元年度活動報
告、令和2年度活動方針などの4議案について賛成多数により承認されました。
　令和2年度は、農業振興施策に関する要請活動のほか、新型コロナウイルスによる農業への影響に最大
限の注意を払い、必要に応じて緊急要請等を実施することとしています。

【活動内容報告】

〇現在、出雲市農政会議ブロック・支部にて、令和3年度出雲市農業振興施策確立に関する要望事
項をとりまとめています。要望事項等がございましたら、支部事務局までお知らせください。

【お知らせ】

農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収についてのお知らせ

２.回収対象

　下記の回収処分計画表の通り、農業用廃棄ビニール・プラスチック類の回収を行います。持ち込み
を希望される方は、「委任状」・「産業廃棄物運搬車表示」が必要となりますので、最寄りの各営農
センターまでお受け取りにお越しくださいますよう、よろしくお願い致します。尚、「産業廃棄物運
搬車表示」は紙に手書きしたものでもかまいませんが、マグネットシートの表示板をグリーンセン
ターにおいて販売しておりますので、ご利用ください。

被覆資材（ビニール・農ポリ）・ハウス資材（マイカー線・パッカー・寒冷沙・タイベック）・
潅水チューブ・肥料袋・ビニールマルチ、育苗箱、波板

※農薬の容器や空袋、紙(ダンボール箱等)
※トンネル支柱・イボ竹等鉄にビニールコーティングしてある物
※塩ビパイプ管　※金属類

３.処理料金・
 　代金決済

料　　金：㎏当たり　税込 ６１円
代金決済：営農口座より　令和２年９月２５日（金）引き落とし

４.処理代金に
 　ついて

今回の回収にかかる処理料金は、産業廃棄物の処理料金が高騰しているため、前年と比
べて値上がりとなっております。ご了承ください。

地区名 回収場所 回収日
桧山・久多美・灘分・平田
伊野・平田東・西田・国富
神西・神戸川・湖陵・多伎
高松・荒茅・園・大社・遙堪・荒木
乙立・朝山・稗原・佐田
上津・大津・塩冶・今市
四絡・高浜・川跡・鳶巣

平田カントリー

西部カントリー
西部カントリー

西部カントリー

７月２７日（月）

７月３０日（木）
８月　３日（月）

８月　４日（火）

回収時間
午前９時～１１時
午後１時～　３時
午前９時～１１時
午前９時～１１時

午前９時～１１時

※ご不明な点がございましたら生産資材課・各営農センターへご連絡ください。
● 生 産 資 材 課 ☎21-6047  ● 中部営農センター ☎31-9055  ● 西部営農センター ☎53-2168
● 河南営農センター ☎43-7007  ● 南部営農センター ☎84-0213  ● 東部営農センター ☎62-9059

持込不可の物
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職場の健診
特定健診

人間ドック

みんなの広場みんなの広場

人とのふれあいが好き

輝
け！

いずもスマイル
出雲市大社町

金築　一成さん （47歳）
かねつき　　 かずなり

　大社町で農業を営む金築一成さん。両親との家族経営で、デラウェア５０アール、大粒系ぶどう４０アールなど
を栽培しています。祖父の代からのぶどう農家で、後継ぎとして就農して２０年以上になります。出雲ぶどう部会
では、現在副検査長を務めています。
　家では主にデラウェアを担当し、無加温栽培で６月下旬ごろから出荷を始めます。「デラウェアは栽培方法が
確立されているので作りやすい」とのこと。ぶどう栽培で大変なことを尋ねると「ジベレリン処理や摘粒、摘房は

１房１房に神経を使うので大変。収穫作業は先が見えて
いるので気持ちが楽です」と教えてくださいました。
　趣味にも力を入れ、特にサッカーは地元チームのサ
ポーターとして積極的に活動しています。「人とのふれ
あいが好き」という金築さんはサポーター仲間も多く、
活動を通していろいろなつながりが増えているそうで
す。
　今年はコロナの影響で「おうち時間」が増えていま
すが、これをきっかけにアウトドア熱にも火がついたと
のこと。道具をそろえ、家でバーベキューなどを楽しん
でいます。状況が落ち着いたら、友人たちとキャンプな
どもする予定にしています。

　自分の健康状態を客観的に教えてくれるのが「健康診断」です。健康診断の結果から「去年より中性脂肪も
血糖値も改善したぞ。ウオーキングするようになったからな。」などの声をききます。このように生活習慣と健
康診断の結果は密接な関係があります。糖尿病等、生活習慣病などにかかるリスクがある場合は特定保健指導
を受けることで生活習慣が改善され、健康を守ることができます。家族や仲間の協力で、より健康的な生活習
慣にすることで病気が予防できます。
　健康診断結果で、「要再検査」「要精密検査」
「要医療」等の通知があった方は必ず医療機
関で相談し、指導を受けてください。早期発
見・早期治療で負担が小さくてすみます。結
果の見方がわからない場合は健康診断機関や
保健師等に相談してください。
　みなさんの健康診断の日程は、いつでしょ
うか？受け忘れのないよう、家族みんなで声を
かけあって受けるようにしましょう。そして、
健康診断結果を自分の健康づくりや生活習慣
の改善に役立ててください。

受けよう健康診断! つかもう安心!
～毎年健康診断をうけていますか、受けたら結果を必ずチェックしましょう～

お問い合わせ先 島根県出雲保健所　健康増進課　TEL 21－8785

わ
い
が
来
た
日
々
で
し
た
。

（
大
社
町
　
Ｓ
・
Ｍ
さ
ん
）

J
A
…
食
べ
た
り
、
贈
っ
た
り
、
も
ら
っ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
デ
ラ
ウ
ェ
ア

を
目
に
す
る
こ
の
季
節
。
出
雲
を
代
表
す

る
特
産
だ
と
い
う
こ
と
を
、
毎
年
実
感
し

て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
も
終
盤
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

●
出
雲
の
パ
プ
リ
カ
。
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た

食
感
が
た
ま
ら
な
く
好
き
で
す
。
品
種
も

変
わ
っ
た
と
聞
き
、
お
い
し
い
パ
プ
リ
カ

の
出
荷
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

（
芦
渡
町
　
Ｋ
・
Ｊ
さ
ん
）

J
A
…
色
鮮
や
か
で
食
卓
も
華
や
か
に
な

り
ま
す
し
、
清
涼
感
が
今
の
季
節
に
ぴ
っ

た
り
で
す
ね
。
輸
入
物
が
多
い
中
、
希
少

な
国
産
の
パ
プ
リ
カ
。
店
頭
で
見
か
け
た

ら
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
ま
せ
！

●
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
島

根
県
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
、
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
農
業
に
し
ろ
、
教
育

に
し
ろ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い

く
の
で
す
ね
。
び
っ
く
り
で
す
。

（
上
塩
冶
町
　
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
）

●
出
雲
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
と
て
も
お
い
し

く
、
毎
年
こ
の
季
節
を
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
近
年
食
べ
や
す
く
な
っ
て

い
る
の
に
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
研
究
努

力
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
国
富
町
　
Ｙ
・
Ｙ
さ
ん
）

●
デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
家
族
み
ん
な
に
ひ
と
房

ず
つ
。「
こ
れ
は
お
い
し
い
」
と
喜
ん
で

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。「
ま

た
買
っ
て
」
と
い
う
孫
達
に
「
わ
か
っ
た
、

ま
た
買
っ
て
く
る
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

（
神
西
沖
町
　
Ｄ
・
Ｓ
さ
ん
）

●
今
年
も
ぶ
ど
う
の
時
期
が
来
て
、
親
戚

知
人
に
送
り
ま
し
た
。
翌
日
に
は
「
ぶ
ど

う
着
い
た
よ
」「
お
い
し
か
っ
た
よ
」
等
の

Ｔ
Ｅ
Ｌ
が
続
々
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
５
月

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
静
か
〜
な
老

人
二
人
暮
ら
し
の
家
に
、
久
し
ぶ
り
に
賑

J
A
…
先
月
号
で
は
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

を
特
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
今
後

も
随
時
県
内
の
情
勢
等
、
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
っ
て

み
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●〝
出
雲
の
旬
レ
シ
ピ
〞
今
月
も
参
考
に

な
り
ま
す
。
先
月
お
い
し
い
大
き
な
ト
マ

ト
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
早
速
マ
リ
ネ
に

し
ま
し
た
。
３
歳
に
な
る
息
子
も
パ
ク
パ

ク
食
べ
ま
し
た
。
暑
い
夏
を
こ
れ
で
乗
り

越
え
た
い
で
す
！（

医
大
南
町
　
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
）

J
A
…
マ
リ
ネ
は
ア
レ
ン
ジ
も
し
や
す
い

で
す
し
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
あ
っ
さ
り

と
食
べ
ら
れ
て
お
す
す
め
で
す
！
ぜ
ひ
ま

た
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　今
年
も
ま
た
暑
い
夏
が
や
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
外
出
時
に
マ
ス
ク
が
欠
か
せ
な

い
情
勢
で
す
の
で
、
例
年
以
上
に
熱
中
症

に
気
を
付
け
て
、
元
気
に
夏
を
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
！

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

　
遙
堪
地
区
で
家
庭
菜
園
を
守
る

１
体
の
リ
ア
ル
か
か
し
。
畑
が
好

き
で
、
30
年
来
家
庭
菜
園
を
し
て

い
る
と
い
う
大
社
町
の
吉
川
正
美

さ
ん
が
、
湖
陵
町
の
方
か
ら
役
目

を
終
え
た
か
か
し
を
譲
り
受
け
、

畑
に
設
置
し
ま
し
た
。
か
か
し
の

常
駐
す
る
テ
ン
ト
横
に
あ
る
管
理

機
の
入
れ
物
は
家
を
模
し
て
お

り
、
ド
ア
や
煙
突
も
あ
り
ま
す
。
お

し
ゃ
れ
な
看
板
も
立
て
ら
れ
、
遊

び
心
満
載
で
す
。

　
吉
川
さ
ん
か
ら
は
「
人
通
り
が

多
い
場
所
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に

見
て
い
た
だ
け
ま
す
。
農
業
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写真
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職場の健診
特定健診

人間ドック

みんなの広場みんなの広場

人とのふれあいが好き

輝
け！

いずもスマイル
出雲市大社町

金築　一成さん （47歳）
かねつき　　 かずなり

　大社町で農業を営む金築一成さん。両親との家族経営で、デラウェア５０アール、大粒系ぶどう４０アールなど
を栽培しています。祖父の代からのぶどう農家で、後継ぎとして就農して２０年以上になります。出雲ぶどう部会
では、現在副検査長を務めています。
　家では主にデラウェアを担当し、無加温栽培で６月下旬ごろから出荷を始めます。「デラウェアは栽培方法が
確立されているので作りやすい」とのこと。ぶどう栽培で大変なことを尋ねると「ジベレリン処理や摘粒、摘房は

１房１房に神経を使うので大変。収穫作業は先が見えて
いるので気持ちが楽です」と教えてくださいました。
　趣味にも力を入れ、特にサッカーは地元チームのサ
ポーターとして積極的に活動しています。「人とのふれ
あいが好き」という金築さんはサポーター仲間も多く、
活動を通していろいろなつながりが増えているそうで
す。
　今年はコロナの影響で「おうち時間」が増えていま
すが、これをきっかけにアウトドア熱にも火がついたと
のこと。道具をそろえ、家でバーベキューなどを楽しん
でいます。状況が落ち着いたら、友人たちとキャンプな
どもする予定にしています。

　自分の健康状態を客観的に教えてくれるのが「健康診断」です。健康診断の結果から「去年より中性脂肪も
血糖値も改善したぞ。ウオーキングするようになったからな。」などの声をききます。このように生活習慣と健
康診断の結果は密接な関係があります。糖尿病等、生活習慣病などにかかるリスクがある場合は特定保健指導
を受けることで生活習慣が改善され、健康を守ることができます。家族や仲間の協力で、より健康的な生活習
慣にすることで病気が予防できます。
　健康診断結果で、「要再検査」「要精密検査」
「要医療」等の通知があった方は必ず医療機
関で相談し、指導を受けてください。早期発
見・早期治療で負担が小さくてすみます。結
果の見方がわからない場合は健康診断機関や
保健師等に相談してください。
　みなさんの健康診断の日程は、いつでしょ
うか？受け忘れのないよう、家族みんなで声を
かけあって受けるようにしましょう。そして、
健康診断結果を自分の健康づくりや生活習慣
の改善に役立ててください。

受けよう健康診断! つかもう安心!
～毎年健康診断をうけていますか、受けたら結果を必ずチェックしましょう～

お問い合わせ先 島根県出雲保健所　健康増進課　TEL 21－8785

わ
い
が
来
た
日
々
で
し
た
。

（
大
社
町
　
Ｓ
・
Ｍ
さ
ん
）

J
A
…
食
べ
た
り
、
贈
っ
た
り
、
も
ら
っ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
デ
ラ
ウ
ェ
ア

を
目
に
す
る
こ
の
季
節
。
出
雲
を
代
表
す

る
特
産
だ
と
い
う
こ
と
を
、
毎
年
実
感
し

て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
も
終
盤
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

●
出
雲
の
パ
プ
リ
カ
。
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た

食
感
が
た
ま
ら
な
く
好
き
で
す
。
品
種
も

変
わ
っ
た
と
聞
き
、
お
い
し
い
パ
プ
リ
カ

の
出
荷
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

（
芦
渡
町
　
Ｋ
・
Ｊ
さ
ん
）

J
A
…
色
鮮
や
か
で
食
卓
も
華
や
か
に
な

り
ま
す
し
、
清
涼
感
が
今
の
季
節
に
ぴ
っ

た
り
で
す
ね
。
輸
入
物
が
多
い
中
、
希
少

な
国
産
の
パ
プ
リ
カ
。
店
頭
で
見
か
け
た

ら
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
ま
せ
！

●
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
島

根
県
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
、
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
農
業
に
し
ろ
、
教
育

に
し
ろ
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い

く
の
で
す
ね
。
び
っ
く
り
で
す
。

（
上
塩
冶
町
　
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
）

●
出
雲
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
と
て
も
お
い
し

く
、
毎
年
こ
の
季
節
を
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
近
年
食
べ
や
す
く
な
っ
て

い
る
の
に
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
研
究
努

力
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
国
富
町
　
Ｙ
・
Ｙ
さ
ん
）

●
デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
家
族
み
ん
な
に
ひ
と
房

ず
つ
。「
こ
れ
は
お
い
し
い
」
と
喜
ん
で

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。「
ま

た
買
っ
て
」
と
い
う
孫
達
に
「
わ
か
っ
た
、

ま
た
買
っ
て
く
る
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

（
神
西
沖
町
　
Ｄ
・
Ｓ
さ
ん
）

●
今
年
も
ぶ
ど
う
の
時
期
が
来
て
、
親
戚

知
人
に
送
り
ま
し
た
。
翌
日
に
は
「
ぶ
ど

う
着
い
た
よ
」「
お
い
し
か
っ
た
よ
」
等
の

Ｔ
Ｅ
Ｌ
が
続
々
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
５
月

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
静
か
〜
な
老

人
二
人
暮
ら
し
の
家
に
、
久
し
ぶ
り
に
賑

J
A
…
先
月
号
で
は
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

を
特
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
今
後

も
随
時
県
内
の
情
勢
等
、
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
っ
て

み
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●〝
出
雲
の
旬
レ
シ
ピ
〞
今
月
も
参
考
に

な
り
ま
す
。
先
月
お
い
し
い
大
き
な
ト
マ

ト
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
早
速
マ
リ
ネ
に

し
ま
し
た
。
３
歳
に
な
る
息
子
も
パ
ク
パ

ク
食
べ
ま
し
た
。
暑
い
夏
を
こ
れ
で
乗
り

越
え
た
い
で
す
！（

医
大
南
町
　
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
）

J
A
…
マ
リ
ネ
は
ア
レ
ン
ジ
も
し
や
す
い

で
す
し
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
あ
っ
さ
り

と
食
べ
ら
れ
て
お
す
す
め
で
す
！
ぜ
ひ
ま

た
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　今
年
も
ま
た
暑
い
夏
が
や
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
外
出
時
に
マ
ス
ク
が
欠
か
せ
な

い
情
勢
で
す
の
で
、
例
年
以
上
に
熱
中
症

に
気
を
付
け
て
、
元
気
に
夏
を
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
！

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

　
遙
堪
地
区
で
家
庭
菜
園
を
守
る

１
体
の
リ
ア
ル
か
か
し
。
畑
が
好

き
で
、
30
年
来
家
庭
菜
園
を
し
て

い
る
と
い
う
大
社
町
の
吉
川
正
美

さ
ん
が
、
湖
陵
町
の
方
か
ら
役
目

を
終
え
た
か
か
し
を
譲
り
受
け
、

畑
に
設
置
し
ま
し
た
。
か
か
し
の

常
駐
す
る
テ
ン
ト
横
に
あ
る
管
理

機
の
入
れ
物
は
家
を
模
し
て
お

り
、
ド
ア
や
煙
突
も
あ
り
ま
す
。
お

し
ゃ
れ
な
看
板
も
立
て
ら
れ
、
遊

び
心
満
載
で
す
。

　
吉
川
さ
ん
か
ら
は
「
人
通
り
が

多
い
場
所
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に

見
て
い
た
だ
け
ま
す
。
農
業
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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